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は じ め に

昭 和57年10月17日 か ら10月31日 まで15日 間に わ た り,ヨ ー ロ ッパ に お け る

情 報処 理 教 育 の実 態 調 査 を行 な った。 参 加 者 は 下 記 の3名 であ る
。

本 報 告 書 は 日程 順 に した が って,訪 問 先 に お け る調査 結果 を ま とめ た もの

で あ る。

各訪 問 先 で,大 変 親切 に応 対 して 下 さった 多 くの 方 々,な らびに 訪 問 に際

して連 絡 係 をつ とめ て 下 さ った方 々に厚 くお 礼 を 申 し上げ ます
。
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1.訪 問先 及 調査 項 目

訪 問先 は パ リで5ケ 所,西 ドイ ツで2ケ 所,オ ラ ンダで1ケ 所 で あ る。 パ

リで は別 紙 のス ケ ジュ ール 表 の よ うに10月19,20,21日 と訪 問 し,10.月25.

日に は西 ドイ ツの ジー メ ンス株 式 会 社 を訪 れ た。 オ ラ ンダ の フ ィ リ ップス に

は10月28日 に訪 問 した。

パ リでの ス ケ ジュー ル に つ いて は宮 川 公 男先 生( 一 橋 大 学)を 通 じて株 式

会 社 テ ク ノバ の取 締役 難 波 菊次 郎 氏 が御 多忙 の 中 でア ポ イ ン トメ ン トを取 り

ア レンジして下 さった。 氏 は フラ ンス在 住16年 とか で 多方 面 の 方 々に面 識があ

り,い ろ い ろ な話 を伺 うこ とが 出来 た こ とは幸 であ った。 文民 に は1日 通 訳

を して 頂 い た。 外 は難 波 氏 の照 会 で奥 田宗 郎 氏(CollegedeFrance哲 学 科

に在 学 中)が 当 って下 さ った。

調 査 の主 目的 は 「ヨー ロ ッパ にお け る情 報理 要員 の教 育 お よび オ フ ィス ・

オ ー トメ ー シ ョンの 実 態調 査 」で あ る。

しか し最 近 の デ ータ通 信 に関 して 西 ドイ ツ,オ ランダの掌 状 を も調査 す る
し　

こ とに して,シ ー メン ス とフ ィ リ ップを選 びそ の製 品か ら実状 を推 察 す る こ

と に した 。

セ ン タ ー ・モ ンデ ィー ルは マ イ コ ンの ソ フ トウエ ア セ ン ターで あ るが 開設

中 との こ と で これ か らの計 画 な どにつ い て 説 明 を受 け た。

CEMAMUは コン ピ ュ ータ に よる近 代 音楽 の手 法 とそ の教 育 に つ いて 聞 く

こ とが 出来 た。 またCXPは ソフ トウエア協 会 で フ ランス の ソ フ トウエア の 動

向 を知 る こ とが 出来 た。 次 のCGIは ソフ トウエア の 開発会 社 で あ る。 一 般 の

ソ フ トウエ アの 受 注 開発 を して い るが 一 方 で コ ン ピ ュー タに よる教 育 プ ログ

ラ ム を開 発 しこれ をCTVで 加入 者 に 流 してい る。"DIDAO"の 名称で呼ば

れ て い る。

最 後 のEcoleBossuetは ・」・学 校 で あ るが ここの低 学 年 でDIDAOを 使 って
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子供 の教育 を行 っているのを担 当の先生 の説明 と子供 の勉強ぶ りを見学 する

ことが出来 た。

190.ct.CentreトlondialMr.J.J.Ser∨an-Schreiber

22,A∨enueMatignonフ5008Paris

Tel:2681100

CEMAト4UMr.IannisXenakisMrs.A.Fulin

3,A>enuedelaR6publique

921311ssy-les-Moulineau×

Tel: .6385535,6385450

200ct.C.X.P.Mr.Xa>ierOaras

5,ruedeMonceauフ5008Paris
'T

e1:2670859

CGIMr.Oescendre

84,RuedeGrenelleフ5007Paris

Tei:5444353 .

210c七. EcoleBossuet

51,Rueト4adame

Mrs.Leroy

75006Paris

Tel:22204フ6

●

CXP:Centred,InFormationdesUtilisateursdeProgiciels

C〔〕1:CompanieG6n∈ …raleI〔Formatique

CEMAMU:CθntreEtudesMath6matiquesetMusique

－2一



2.CentreMondial

最 初 の 訪 問 先 で あ るCentreMondialを 訪 れ た。 こ こは 世 界 マ イ コンセ ン タ

ー と して 開設 され た もの で ある
。

幸 な こ とに難 波 氏 の ア レン ジに よって ここ の開 設者 で あ るPRE'SIDENT

のJean-JacguesServan-Schveiber氏 に会 うこ とが 出来 た。 彼 は大 臣 を3

日や って 止 め た とい う,フ ラ ンス では 有 名 な変 った 経歴 の持 主 で あ る。 シ ュ

ライバ ー氏 に よれ ぱ,彼 が この セ ンタ ー を開 設 した 目的 は 発 展途 上 国 の人 々

が 自由 に マ イ コ ンを使 え る ようにす る こ とで あ る とい う。 人 々が マ イ コ ンを

自由 に使 え る よ うに なれ ば,そ の 国 は=豊に な り,幸 福 に な る と信 じてい る と

い う。 少 しオ ーバ ーに 聞 え るが,こ れ位 の 信 念が なけ れ ば 政府 か ら大 きな金

を 出させ,ま た世 界 各 国 か ら援 助 を求め て 運 営 す る ことは 出来 ない で あ ろ う。

彼 は ま た今 ま で マ イ コ ンは オ フ ィス ユ ース と して利 用 され価 格 が 高 い が これ

を誰 で も使 用 出来 る よ うにす るた め には100ド ル を越 え ない パ ー ソナル ユ ー

ス の もの を期 待 して い る とい って い た。

丁 度 電 総 研 の電 子 計 算機 部 記 憶 シス テ ム研 究室 長 の 国 分 明 男氏 が派 遣 され

て来 て お り,い ろ い ろ話 を聞 くこ とが 出来 た。

セ ン ター は 目下 開設 準 備 中 とい った と ころ で,7階 建 ての そ れ 程 大 き くな

い ビル を借 りて各 部屋 は 担 当者 達 が 懸 命 に立 働 い て い た。

講 義 室 もい くつ か あ り,コ ン ピ ュー タ と連 動 した 映写 ス ク リー ンの あ る階

段 教 室 は なか なか の もの であ る。1階 は オ ー プ ンス ペ ース と なっ て お りこ こ

には10数 台 の パ ソコンを設 置 さ れて お り,利 用者 は朝 か ら自 由に 使 え る よ う

に な って い る。 訪 れ た 時 は朝 早 くで あ った が す で に 多数 の もの が 熱 心 に使 っ

てい た。

残 念 な こ とに は 日本 製 の パ ソ コ ンは な く,主 に米 国 の ものが 設 置 さ れて い

た。 言語 は,BASIC,PASCALな どが 見 受け られ た。 ま たAPPLE皿
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(デ ィ ス クベ ース,プ リン タ な ど)でLOGOを 使 用 して 図形 処理 が 行 なわ れ

て い た。

以上 の よ うに設 備 に つ い て は まだ これ か らで あ るが,組 織 の 方 は9グ ル ー

プ に分か れ て お り,62名 の研 究 者が 従 事 して い る。

シ ュ ライ バ ー氏 は 各 国 民 が 自分 の 国 の言 葉 で コン ピュ ー タを使 え る よ うに

しなけ れば な らない とい って い た が,ア フ リカ語,ア ラブ語 とい った パ ソコ

ン用 の 言語 学 の開 発 が 急 が れ て い た。 こ この予 算 額 は1000万 フ ラ ンだ とい

う。

各 グ ル ー プは次 の よ うな もの が あ る。

・ 情 報 処理 技術

1.通 信 とそ の 端 末 機器

この 分 野 は情 報 処 理 とそ の通 信 シス テ ム に関 す る もの で,光 通信

に於 け る媒 体,図 書 の 電子 出版,無 線通 信(デ ー タ通 信)と い った

こ とが 上 げ られ て い る。

2.マ ン マ シ ン ・イ ン タ ー フ ェ ース

言語,映 像,グ ラ フ とい った 分 野に 分 か れ て進 め られ てい る。

3.専 門 シス テ ム

医 療 シ ス テム,自 動翻 訳 シ ス テ ムな どが 上 げ られ て い る。

4.シ ス テ ム,ア ー キ テ クチ ュア

TO7の 機 能 拡 張,シ ス テ ムの 再 開発 等

・ 人 間 工 学

1.言 語 及 言 語 学

2.心 理 学

3.文 化 人 類 学

・ 社会 環 境
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1.世 界 的 調査

セ ネ ガル,そ の 他 外 国(未 開発 国 を指 してい る)

2.国 内 的調 査

マ ルセ イ ユ,各 種 プ ロ ジ ェク トについ ての 調査

以 上 の よ うなグ ル ー プ名 が上 って い るが そ の 内容 に つい ては 詳 細 に き く機

会 が なか った。 なお この メモ は 図1の よ うであ る。

最 後 に シ ュ ライ パ ー氏 は 日本 に も援助 して もらっているが 更 に 大 きな援 助 を

期 待 して お り,そ の リス トは す で に提 出 して あ る とい って い た 。 い ろい ろ話

を して見 る と 日本 か らの この セ ン ター に対 す る援 助 は何 で も結 構 とい った 観

が あ る。 こ この マ イ コ ンセ ン ター に も 日本 の パ ソコ ンがづ ら り並 ん で い る姿

を見 た い もの だ と思 った。

今 後 こ こは ます ます発 展 す る で あ ろ う。 た だ言 語 の問 題 は な か なか急 速 な

解 決 は得 られ ない だ ろ う。 これ は大 変 な事業 とい わ ざる を得 な い。 しか しマ

イ コ ン を通 じて お 互 に異 った 言 語 で 話 が通 じる よ うに な った らす ば ら しい で

は な い だ ろ うか。 シ ュ ライパ ー氏 の夢 が 実 現す る こ とを祈 っ て 辞 した。
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3.CentreEtudesMathe'matiquesetMusique

(CEMAMU)(セ マ ニ ュ)

数学 及 音 楽 研 究 セ ン タ ー

第2の 訪 問先 で あ るセ マ ニ ュは,政 府 の 出資 に よる研 究機 関 で あ る。 各 種

の 調査 研 究機 関が 入 って い る郊 外 の建 物 の一 隅 に あ っ た。 セマ ニ ュの 意味 が

よ くわ か らなか った が基 本 は コ ン ピュー タの応用 研 究 とい った型 の よ うであ

る。 わ れ われ が 訪 れ た の は音 楽 関係 で あ る。

セマ ニ ュの チ ー フで あ る ク セ ナキ ス(Xenakis)は 現 代世 界的 に 知 られた コ

ン ピュ ー タ音 楽 の 巨匠 で あ る。 幸 い に も訪 問途 中の 電 車 の 中 で 隣合 せ に乗 り

合 わせ た。 彼 はベ ル ギ ーへ 行 っ て い て われ われ の ため に約 束の 時 間 に 間 に合

わせ る よ うに帰 っ て来 た とこ ろ だ とい うことで あ った。 彼 は写 真 に見 る よ う

な服 装 で,気 楽 な 話 し方 で応 対 して くれ た。 しか しそ の説 明 は 実 に丁 寧 で熱

心 に解 説 して くれ た。 彼 は ギ リシ ャ人 で戦 時 中は 地 下 運 動 の闘 士 で あ った と

か 顔 に弾 丸 の傷 あ とが あ った。 彼 は建 築 家 であ り,い ろい ろ な設 計 もや った

が 戦 後 コン ピ ュー タ の 出現 と共 に コン ピュ ー タ音 楽 に興 味 を もった とい うこ

と で あ る。

彼 は 子 供 に新 しい 音楽 教 育 の 方 法 と して コ ン ピュ ー タ ・シス テ ム を利 用 し

た 方 法 を開発 してい る。 これ は 古 典 音楽 とは全 く別 の考 え 方 をす る もの で,

子 供 に 音そ の もの に 興味 を 持 た せ る方 法 を とって い る。 子 供 は 音 を敏 感 に と

らえ るの で,こ れ を コ ン ピ ュ ー タ を使 って再 現 させ,更 に そ の 音 を発 展 させ

て新 しい音 の 世 界 を作 り 出 して 行 く とい った方 法 で あ る。

勿論 彼の 音 楽 に 対 す る 論理 的 な解 釈 は 門外 漢 の われ わ れ に は よ くは解 らな

か っ た。

彼 は子 供 に,あ る楽 器 を与 え て そ れ を正 し く弾 くこ とが 出来 な い と,誤 っ

た音楽の理解 をして しま うものだ といった。 音楽 の"も と"は 音 で あ り,音 は ど
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こに で もあ る。 この 音 を分 析 す る能 力 を高 め る こ とが 音楽 を理 解 させ る こと

に なる と い う。 これ を彼 の シス テ ム に よっ て教 え るの だ とい う。

この シス テ ムは 図形 入 力 装 置(デ ジ タ イザ ー)(写 真4参 照)に よ って 曲

線 を画 い て これ に 基 本 の音 を与 え てそ の 振 巾や ピ ッチ を変 化 させ て 音 を作 る,

す なわ ち ボー ドの 横 に あ る音 の セ レ クタ ー を ライ トペ ンで選 び,写 真 の 下 方

に ある ポ イ ン トで ピ ッチ や 強 弱 を選 ぶ,音 は 画 か れ た 曲 線 に よって 変化 して

ス ピー カ ーか ら出 力 され る。 この 出力は 更 に テ ー プ レコ ーダ ー や プ リン タ

(図 形)(写 真5参 照)に 出 力 され る。

さて こ の図 形 は ク セナ キ ス は解 りやす くす る た め 曲線 で 説 明 して くれ たが,

子 供が 書 い た とい う一 つ の サ ン プル を見 せ て も らった ら絵 画 的 であ っ て,そ

れ 自体 実に 興 味 深 い もの が ある。 ま たの楽 曲 を きかせ て も らった が,そ こに

は 古 曲音 楽 とは全 く異 な った 音 の世 界 が あ った。 しか もそ の入 力図型 を見 な

が らそ の 出 力 され た 曲 を聞 い てい る と子 供が 画 い た 音 の世 界が 目に見 え る よ

うで あ った。

一10一



・ 写 真5、 プ リ ン タ ー

図 形 入 力 に よ っ て 入 力 さ れ た 曲 線 に 音 源 を の せ た

も の が 出 力 さ れ る 。

'こ の 写 真 に 写
っ て い る の が 次 の サ ン プ ル で あ る 。

en)eloppe己1case21

プ リ ン タ ー 出 力 サ ン プ ル
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写 真7.レ コ ー ダ ー

写 真6は デ ジ タ イザ ー か ら入 力 され た 曲線 を これ に 表示 す る ことが 出来 る。

これ を見 なが らそ の ときの 図 形 を プ リンタで 出 力す る こ とに な る。 また写 真

7は テ ー プ レコ ー ダで ある ,こ れ は 直接 アン プに 接続 出来 る よ うに 出 力 され

る が。 この外 に コ ン ピュ ー タの 磁 気 テ ー プに も記 録 され る。
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この 席 に この装 置 を使 っ て子 供 に音 楽 を教 え てい るMrs.A.Fulin(フ ユ ー

ラ ン)が 同席 して下 さ っ てい ろい ろ聞 くこ とが 出来 た。

彼女 は クセ ナ キ スに 従 って子 供 を指 導 して い る との こ とであ る。

ヤ=

_磁 二
び ‡ 励∀

w…轡、.※謬
～

づ
ぷ

写 真8.Mrs.A.Fulin

彼女の後の棚 の磁気 テープは作曲 した ものが記録 されてい る。

子 供連 にこの機械 を使用 させ るにあた って どん な音楽 的知識が必要か と聞

いた ら,何 も必要では な く,音 を聞 き分ける ことが出来れば よい とい う。 た

とえば小 鳥の鳴 き声か ら戸の開け閉めの音 をそ れが どん な音かキチ ンと分析

出来 る耳があれば よい。第2に は創造 する意欲す なわ ち音 を作 り出す意欲 で

あ る。 こうい う音 を作 りたい と思 った ときこの機械 を使って何度 も何度 もき

いて作 り出 してい く創造 意欲 があれば よい とい うととであった
。

自分の頭の 中に音 に対 す るイメージを作 りそ れを この装 置 を使 って表現 し
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て行 くとい うこ と をす る こ とに な る。

フ ユー ラ ンの と ころ では作 曲法 とか ソル フ ェー ジ とい った教 育 は一 切 行 な

わ ない 。 そ れ らの こ と を知 らな い前 に作 曲に入 って行 くこ とに な る
。 す なわ

ち方 法 論 は教 えず,こ の装 置 の使 用 上 の2,3の 注意 を .与え れ ば よ く,子 供連

の 自 由な 発想 を引 き出す こ とが大 切 で あ る とい う。

彼女 が 非 常 に お も しろ く感 じた こ とは子 供 は時 間 軸 が 左 か ら右へ 流 れ て行

き決 して逆 もど りは しな い とい うことを この装置 か ら学び ,一 度 過 ぎ去 った こ

とは二 度 と戻 っ て来 な い とい うこ と を知 る こと で あ る とい う。

写 真 で見 られ る装 置 は 最 初 の装 置 で 非 常 に高 価 で あ った ,し か し現 在 で は

この1/3の 価 格 で倍 の能 力 の あ る装 置が 作れ る どい う。

この 装 置は こ こに しか ない の で 作 曲 す る人達 や子 供 連 は 自席
,教 室 で デザ

イ ン して こ こに も って来 て 作 品 を作 っ て い る。 ク セ ナ キス は 各学 校 に一 台 宛

設 置す る のが 理 想 だ とい っ てい た,少 くとも各 都 市 に一 台 は お きた い とい う。

この 装 置 で デ ジ タイ ザ ーか ら音 を作 り出 す プ ログ ラ ムは すべ て アセ ン ブ ラ

ー で 作 られ て い て
,約5万3千 ス テ ップ ある とい う。 目下 新 しい プ ログ ラム

の 開 発 を してい る とい う。 そ れ は音 の移 動 を表 現 す る もの だ とい う。

日本 では ス テ レオ が盛 ん だが そ う した プ ログ ラム の作 成 は ど うか と きいた

ら非常 に興 味 が あ るが まだ なか な か 開発 ま では行 か ない とい ってい た。

こ うした 音楽 教 育 とい う面 に於 て も フ ランス伝 統 の 自由 な 創造 とい うこ と

を大 切 に教 え て い くこ とに 感 心 させ られ た。

次 の楽 譜 は フユ ー ラ ン女 史 か ら送 られ た もの で あ る。 題 名 は 気 ま ま な散歩

とで も云 うべ きか?子 供 の 歩 み,大 人 の歩 み,犬 の 歩み,小 鳥 の歩 み な ど

街 頭 の風 景 を画 い た ものの よ うであ る。
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4.CXP(ΩentreD/E》 ⊆pごvimentationde .Elrogiciels)

第3の 訪 問 先 はCXPで あ る,そ の 概 要 に つ い て 述 べ る 。

CXPの 概 要

ユ ー ザ の デ ー タ 処 理 及 び ソ フ ト ウ エ ア ・パ ッ ケ ー ジ の た め に,ユ ー ザ に

よ っ て 設 立 さ れ た 調 査,報 告 を 行 な う セ ン タ ー で あ る 。

そ の 目 的 は ソ フ ト ウ エ ア ・パ ッ ケ ー ジ の 情 報 の 普 及,及 び そ の 会 員 の 関

係 す る 製 品 の 研 究 指 導 に 対 し て,自 主 的,客 観 的 に 自 由 な 活 動 を 行 な う こ

と で あ る 。

条 令 の 抄 録,第2項"協 会 の 計 画,目 的"

CXPは 条 令1901の も と に,73/692号 で パ リ庁 に,非 営

利 協 会 と し て 登 録 さ れ た 。

1973年4月,8つ の 会 社 に よ っ てCXP協 会 が 創 設 さ れ た 。

1981年9月 に 到 り,そ の サ ー ビ ス は400の 会 社 及 び 政 府 機 関 に よ っ

て 利 用 さ れ て い る 。

CXPの 目的

ユ ーザ に ソフ トウエ ア ・パ ソ ケー ジや ハ ー ドウエア の価 格 を知 る た めの

勧 告 をす るた め 調査 を す る こ とは 金 の か か る こ とで あ り,ま たそ の 調 査 は

す ぐに陳 腐 化 して しま う。

必要 情 報 を入 手 し,適 切 な 時期 に 配 布 を可 能 に す る こ とは ユ ーザ の要 求

に対 して非 常 に 頼 りに なる こ とであ る。

デ ー タ処 理 の管 理者 が市 場 動 向 を知 らな い ときは,彼 等 は よい機 会 を失

な うか,都 合 の悪 い 決定 をす る こ とに なる で あろ う。

よい情 報 を持 つ 意 志 決定 者 で あ るた め に,一 方大 きな費 用 を防 ぐた め,

CXPは 同 じ考 え を持 つ ユ ー ザを統 合 して,彼 等 自身 の独 立 した 非営 利 協
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会 を 設 立 し た 。

CXPは 小 さ な 会 ・社か ら 大 き な 複 合 企 業 ま で の ユ ー ザ に 対 し て,デ ー タ

処 理 や 関 連 製 品 市 場 の 急 な 変 化 や 成 長 に つ い て 正 確 な そ し て 客 観 的 な 情 報

を 集 め て い る 。

協 会 は そ の メ ン バ ー に よ っ て 独 自 に 管 理 さ れ て い る 。

協 会 は 会 員 会 社 の 代 表 者 に よ っ て 作 ら れ る 評 議 会 員 に よ っ て 運 営 さ れ る。

評 議 会 員 は 次 の メ ン バ ー で 構 成 さ れ て い る 。

一 αaudeBaltardive
,President,SystemsandOrganization,

DUNLOP

-JeanBernard-Chatelot
,DepartmentofOrganizationandBudget

MINISTRYOFTHEECONOMYANDTHEBUDGET

-Andr邑Bihan
,Vice-PresidentCorporateHeadquartersoftheBRED

(BANQuEREGtONALEDIEsCOMPTESETDEDEPOTS)

-JeanCroize-Pourcelet
rPresident

CENTRETECHNIQUEINFORMATIQUE(CT|) ,MtNtSTRN?「OFINDUSTRY)

-JeanDubray
,President

'
INFOMAT(DataProcessingBankir{gServices)

-JeanGaudrat
,Fond6dePouvoir'

CREDIT「NDUSTR|ELETCOMMERCIAL(CIC,Bank)

-Jo61LeDentu
,MissionCoordinator,JointOrganizationMINISTRiESOFへ

CITYPLANNING,HOUSING,TRANSPORTATION ,ENVIRONMENT,andSEA

-JulesLepidi ,President,DataProcessingandMarketStudiesof

CHARBONNAGESDEFRANCE(C(]F)(FRENCHNATIONALCOALBOARD)
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一

－Jean-・PautMagnier
,President,DataProcessingDepartme∩t,SNVB

Cam川eMenso,ExecutiveVice-President

CREDITINDUSTRIELD`ALSA'CEETDELORRA|NE(CiAL,Bank)

-RenePaserot
,GeneralDirector,CRED|NTRANS

-DanielPigeon,PUBUCACCOUNTINGOFFICE(equivatenttoourtRS)

-R69・ ・P。 ・cher,P・emi・ ・F。 ・d6d・P。 ・∨。ir

BANQUENATIONALEDEPARIS(BNP,Bank)

・
-BernardRousseau

,DataProcessingAd∨isor,

BSN

-JeanRoy
,DivisionManager

PROFESSIONAしAsSOCtATIONOFTHE"BANQUESPOPULA|REStl.

-HubertSebag
、E×ecutiveVice-President,DataProcessing

RATP(ParisTransportDepartment)

-ClaudeVoisin
,SOCtETEGENERALE(Bank)

-M。U.iceThib。ud。u,P・6・id・nt

AsSURANCEsGENERALESDEFRANCE(lnsuranceGroup)

-ClaudeT◎ulet,ManagerofthesystemsandTelecommunicationsDepartment,

FRENCHELεCTRICITYBOARD

Th。Ch。im、n。fth。B。ardi,M..J・1・ ・L・pidi(CdF)

TheManagerisMr.XavierDaras.

Mr.John-ErickForge,founderandfirstManagerofC,×.P。,hasbeenawerded

th・ ・itl・ ・fH。 ・。・・ryP・eSid・nt。fC・X・P・ ・ndH。na「a「yMembe「 。ftheAss。-

Clation.'
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評議 会 員 は協 会 の 目標 を定 め,資 金 の配 分 を決定 す る。

1981年 の予 算 額 は100万 ドル で あ った。

会 員 は 選ば れ た会 員 資格(正 会 員,準 会 員)の 区 分 に応 じて異 る年 間費

を支 払 う。 これ らの会 員 資格 はCXPが そ の 活動 資金 の 為 の 独 自の収 入 源

と して規 定 してい る。

CXPの 常 任委 員 は25名 で構 成 さ れ る。 この 中には7名 の博 士 級 の技

術 者 が含 まれ て い る。

協会 の構 成 とサ ー ビス の概 略 図 を 次 に示 す。
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§1.CXPの サ ー ビス体 勢

CXPの 会 員 ユ ー ザは最 も効 果 的 な方法 で最 良 のデ ー タ処理 の選 択 の 出来

る こ と を協 会 に要 望 してい る。

それ故,CXPは 開設 以来,ユ ー ザの希 望 に 応 じた サ ー ビスが 準備 出来 る

よ うな基 本 組 織 を持 っ て い る。

調 査

製 品案 内

月 刊 紙

●

●

●

●

●

●

●

一 般 的 な も の

比 較 資 料

方 法 論 的 な も の

ソ フ ト ウ エ ア ・パ ッ ケ ー ジ

マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ 用 ソ フ ト ウ エ ア パ ッ ケ ー ジ

ワ ー ド プ ロ セ ッ サ

CXPI(別 紙 資 料 添 付)

研 究会,要 員 派遣,計 画援助 グル ー プ

・ 会 員 に よって決定 さ れ る
。 そ してCXPの 監 督 の も と

に支 援 され る。

報 告 書 と情 報 セン ター

以上 の 項 目が 準備 され てい る。

§2.CXPの 調 査

"中 立主 義"で あ る
。

毎 年CXPの 評 議 員 会 は協 会 に よっ て調査 すべ き項 目を決定 す る。

これ らは デ ー タ処理 の あ らゆる分 野 か ら取 り上 げ られ る
。 す なわ らソ フ ト

ウエア ・パ ッケ ー ジ,ハ ー ドウエア,技 法,組 織,会 社 の デ ー タ処理 方 針 に

関 す る もの等 か ら選 ばれ る ものが 含 まれ て い る。

主 と して調 査 は'デ ー タ処 理管 理 者 の関心 あ る こ とに対 して具体 化 され た
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回答 が 作 られ てい る。

言語 の調 査 は客観 的 でか つ評 論 的 で ある。 この立場 は,製 作 所,ソ フ トハ

ウ ス,販 売員 か ら,ま た一 般 に デ ー タ処 理 業 界 のす べ て の会 員 か ら もCXP

は 中立 の立場 を しっか り と確 立 して い る。

協会の常任の博士級の 技 術 者 が そ の仕 事 を指 導 してい る。 また 販 売 員た らの

問 合 せ やユ ー ザのイ ンタ ビューを指導 し,ソ フ トウ エア製 品 の詳 細 な テ ス トや

利 用 可能 なハ ー ドウエ アの調 査 を指 導 す る。 そ して情 報 を集 め分析 す るた め

関連す る会議 に出席 する。それ らは十分 な,ま た内容 豊富な情報 の もとに管

理者た らが迅速 な意志決定 が出来 る ように準備 するもので ある。

§3.経 済的 選 択

い くつ か の理 由か ら,CXPの 調 査 に要 す る費 用 は,一 つの投 資 が非 常 に

速 く償 却 され る とい うこ とで表 わ され る。

一 た とえば,そ の費用 が3設 計 日分 を表 わ して い る とす れ ば,若 しそ れが

一 人 の販 売者 の もの とす れ ば 非 常 に 小 さ な もの であ る,実 はCXPの 調

査 は4設 計 月 を要 す る もの で あ る。

CXPは 如何 に して こ の費 用 の つUPま を合 せ るか,そ れ は簡単 で ある。

そ れ を統 て の会 員 に均 等割 して しま うか らで あ る。 … … とい う。

一 また,各 調 査 は リク エス トに対 してつ ねに利 用 可能 で あ る。 そ の最 終報

告 書 は約200ペ ー ジ の大 き さ で適 切 な バ イ ンダ ーに お さ め られ 回路 図

や グ ラフで 豊富 な説 明 が な され てい る。.

調 査 は次 の よ うな二 つの場 合 のい つ れ か に適 合 す る もの で あ る。

一 会 社 がそ のテ ーマ を取 扱 うのに,時 間 や必 要 な諸 源 を持 ち合 せ ない 場合

一 管 理者 や技 術 が 日常 の業 務 に追 わ れ て,重 要 事 項 に対 して調 査 を通 して

始 めか ら,従 事 す る余 裕 を持 た ない場 合
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CXP調 査 は,彼 等 を厄 介 な仕 事 か ら救 済 しテ ーマに 対 して対 応 した ,内

容豊 富 な,管 理 に 効 果 的 な ツール を 提供 す る もの で あ る。

§4.ユ ーザ ・サ ー ビスの 内 容

サ ー ビスの選 択 は,主 と して個 々の要 求 や依 頼 に よって作 られ る。

選 択 は ユ ー ザで あ る。

しか し,研 究 と情 報 の 提供 はCXPの 調 査 を通 じて行 な うこ とが 出来 る 。

1973年 の創 設 以 来,協 会 は70の 調 査 を完 成 した,年 平 均8調 査 項 目で

あ る。

次 の項 目はCXPに よって 選ば れ た調 査,項 目で5つ の議 題 に包 含 され て

し(るo

一 ア プ ケ ー シ ョ ン .ソ フ ト ウ エ ア パ ッ ケ ー ジ め 比 較

一 プ ロ ジ ェ ク ト開 発 及 び ソ フ ト ウ エ ア 生 産 の 道 具 の 比 較

一 計 算 セ ン タ ー の 八 一 ド ウ エ 「ア
,ソ フ ト ウ エ ア 調 査

一 セ ン タ ー ・シ ス テ ム 及 び 周 辺 装 置

一 情 報 処 理 計 画:戦 略
,構 成,経 理 問 題

以 上 ピ

次 に 項 目 別 の 調 査 内 容 を 示 す 。
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－

C.X.P.STUD|ESCLASSIFIEDB∨THE"三S.・、
Presentationbrochuresaboutthesestudiesareavailabtefreeofchargeupon

requestattheC.X.P.1PubticRelationsDepartement.

COMPARISONOFAPPUCATIONSOFTWAREPACKAGES

4 、.rl:'一:・・
-GeneralLedgerSoftwareProductsSurvey-No49

,(October1978),

-RealTimeGeneratLedgerSoftwarePackages-No59
,(June1980),

-WordProcessing:SystemsandSoftwarePackages-No63(december

:1980)
,

-PayrollandPersonnelManagementSoftwarePackages-No65(december

1980),

-SoftwarePackagesforPersonnelManagementForecasting-No73(Sep-

tember1981),

-ProductbrlManagementSoftwarePackages-No75(No∨ember1981)
,

-FixedAssetsManagementSoftwarePackages・No76(October1981)
.

COMPARISONOFPROJECTDEVELOPMENTAND

SOFTWAREPR'ODUCTIONTOOLS

-StructuredProgrammingMethodology-No34(MaY1977)
,

・lnformationSystemStructuredDevelopmentSoftwareTools-No53(June

1980),・

-End-UserProgrammingLanguages-No61(April1980)
,

●Real-TimeTransactionsDe∨elopment-No71(July1981)
.

HARDWAREANDSOFTWARERESOURCES

lNDATAPROCESSINGPRODUCTIONCENTERS

－DataProcessingAuditTools-No33(October1976)
,

-JobAccountingSoftwarePackages-No41(February1978)
,

-DBMSSurvey-No48(November1978)
,

・TeleprocessingSystems-No52(May1980)
t・

-OperationSchedulingSoftwarePackages・No64(5eptember1980)
,

・ComputerSiteManagement:PresentSituationandForecasting-No69

(June1981).
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DATAPROCESSINGSYSTEMSANDPERIPHERAL5

-MinicomputersSurvey-Nos25
,26,27,28,29(October1975),No44

(March,1978)andNo57(August1979)、

-Smart-EntryTerminalsSUrv.ey-Nos30
,36(Juiy1976)andNo37(Sep-

tember1976),

-Officesystems:singtestationWordProcessingSystems-No54(April

1979),

-Office
.Systems:MuitipleStationWordProcessingSystems-No58(Sep-

tember1979),

-WordProcessing:SystemsandSoftwarePackages-No63(december

1980),

-LaserPrinters-No67(February1981)
,

-ProfessionalMicrocomputers-No68(February1981)
,

-PortableTerminals・ ・No74(September1981)
,

-TheNewComputerControlledPrintingProcesses-No77(December1981)
.

DATAPROCESSINGPLANNING:

STRATEGIC,ORGANIZATIONAL,ANDFINANCIALISSUES

－

層

－

ProblemsInDecentralizingantnformationsystem-No24(August,1975),

DataRetrievalWithinanOrganization-No40(February1978),

b・t・Di。ti。 。、riesandTh。i,U、e-N。42(March1978),

TheTechnicalAspectsoflmplementingDataDictionariesinanOrgan卜

zation-No43(April1978),

DataProcessingSecurity:PrincipleslandGuidelines-No46(April1978),

AnlntroductiontotheErgonomicsofDPSystems-No50(December

1978),

Ergonomics:KeyboardScreensandApPlicationsDesign-No51(December

1978),

Ergonomics:FieldExperiencesofSpecialistsandUsers .-No55(May

1979),

Ergonomics:DesignofConversationatProceduresandtheConceptof

tiMentalStress」` -No56(July1980) 。
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●

㊧

SoftwarePackageContracts:LegatandPractica{Aspects-No60(April

1980),

ArchiveFunctionsintheCompany-POrganizationalAspectsandResources

-No62(June1980)
t'

ComparativeStudyofFiveDataDictionaries-No66(September1981)t

Computer-Aidedlnstruction(CAl)-No70(April1981),

DataandProgramsSecurity-No72(october1981),・

TimesharingServicesComparison-No78(december1981).

OTHERSTUDIESSOLDBYC.×.P.

AccordingtoitscontractwiththeCESIA,(anagencyoftheFrenchMinistryof

lndustry),C.X.P.is・thee×clusive

di.stributorofthefotlowingstudiestopublicandprivatecompanies:

一

●

●

一

'

↑

⇔

CXP

Guidebook:HowtoChooseaMinicomputer,

S
.mallWord-ProcessingSystems,

PracticalGuidebookfortheProgrammerAnalyst、'Volume1,

Practica.IGuidebookfortheProgrammerAnalyst,Volume2,

WorkbookandOperatingManualforaS'ubcontractedApplicationSoftwar『

System,
.'

AStandardMethodologyfortheDescriptionandDesignoftnformatio∩

Systems(MERISE,・"

OrganizationofBatchProcessingCenters, 、

HowtoMakeanOperationsManual,

AMethod.forEvatuatingandBenchmarkingDataProcessingSystemswith

representati∨etestinput,

ConversionGuidebookforbatchprocessingapplications,

SoftwarePortability:'conditionsforaSolution,

UseofTe×tinDocumentationSystems:MISTRAL,PIAFDOCandTLS,

HowtoConnecttoTRANSPACandastudyoftheconnectionproducts,

HardwareselectionWorkbook.

atsodistributesastudyaboutDBMSproducedbytheSG2.
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§5.セ ミ ナ ー'

CXPの セ ミナ ーは協 会 の会 員 に,彼 等 の調 査 や調査 計 画 に知 識 を与 え る

為 に行 われ る。

そ の課 題 は,全 会 員 に よって明示 され る要 求 に もとつ い て ,評 議 会 員 が 年

度 の始 めに決 定 す る。

CXPは(情 報 処理 管 理 者,情 報部 門 の管理 者 などの)情 報処 理 業会 多数

の メンバ ー と緊 密 な接触 を保 ってい る。 す なわ ち,そ れ に よって高度 な トッ

プ レベ ル の セ ミナ ーを計 画 し開催 す る こ とが 出来 る よ うに してい る
。

セ ミナ ーは通 常 一 日で ある。 す な わ ら内容 の 豊富 な ,そ し て高度 な情報 を

準 備 す る こと に よっ て関 連 す る多 ぐの時 間 をむ だ に しない よ うに してい る
。

議 題 は非 常 に 広範 囲 に わ た っ てい る。 ソフ トウ エア ・パ ッ ケー ジの使 用 に

つい て具 体 的 な報 告(フ ァ イル全般) ,ハ ー ドウエア(マ イク ロコ ン ピュー

タ も含む)の 使 用 方法 な ど(事 務 所 ,経 理 関 係,通 信 関係 等 の)情 報技 術 全

般 を通 して の議 題 が含 まれ る。 こ の セ ミナ ーの コー スで は技術 を説 明 し ,そ

して実 際 の経 験 を述 べ る もので あ る。彼 等 の コ メン トは最新 技 術 や,基 本 技

術,実 際 の情 報 処理 方 式 の評 価 で あ る。

セ ミナ ー の方針 や実 施 は ,ユ ニー クな ア イデ ア と経験 を交換 す るた め の特

別 の会 場 で あ る。

§6・ 支 援 と ブ レンス トー ミン グ グル ー プ

会 員 が特 殊 問 題 の追 求 とか情 報 交換 に対 して援 助 が欲 しけ れ ば ,特 別 の 支

援 グル ー プ を要 請 す る ことが 出来 る。

CXPは 情 報 処理 関係 の あ らゆ る部 門 に対 して援助 態勢 を もってい る
。



§7・ 会 員 資 格

会 員 は 加入会 員,準 会 員,非 会員 と区別 され て い る。

CXPは 主 と して協 会 の会 員 に 対 して サ ー ビス を行 な ってい る。

CXPは 入 会 を 希望 す る会 社 に2つ の会 員 資格 を設 け てい る。

一 加入 会 員:彼 等 に役 立 つ で あ ろ うす べ て の協会 の サ ー ビスを希 望

す る ユー ゲのた め の もの

一 準 会 員:CXPの 特 別 の調 査 を時 に 応 じて,ま た 自分 に興 味 あ

る情 報提 供 を希 望 す る人 々の た め の もの

会 員権 は そ の会 社 の要 求 す るサ ー ビス を調 整 す る こ とが 出来 る代 表 者 に与

え られ る。 彼 はCXPと 交 渉 す る権 限 を持 ってい る。

① 加入 会 員 の会 員資 格 と特典

加 入会 員 は年 間予 約金 を払 い,CXPに よって提 供 され るす べ ての サ ー

ビス を受 け る こ とが 出来 る会社 で あ る。

CXPの 調 査 資 料 に つい て

加入 年 間 の8つ の完全 調 査 資料 の提供

過去 の年 間調 査 資 料 は4,000フ ランス フ ランの もの をLOOOフ ラン

ス フ ラ ンの格安 で 提供 が 受け られ る。

セ ミナ ーに つい て

一人 一 日の料 金 は600FFで あ る。 これ は非会 員 に比 べ て1 ,000FF

近 く割 引 か れ る。

支 援 及び ブ レ ンス トニ ミング グル ー プに つ い て

これ らは 評議 会 員 及 び 加入 会 員 に対 して 特別 に制 限 な く提 供 され る。

これ らは 料 金 不用 で あ る。

情報 セ ン ター につ いて

代 表者 に よ って 自由 に使 用 で きる。

一28一



ヨ ー ロ ッ パ ・ ソ フ ト ウ エ ア 集 録 に つ い て

2つ の 発 行 物 が 予 約 金 に 含 ま れ て い る 。

"マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ デ ー タ ベ ー ス ・ ソ フ ト ウ エ ア パ ッ ケ ー ジ'"

"ワ ー ド プ ロ セ ッ サ ー レ フ ァ レ ン ス ブ ッ ク:ソ フ ト ,ハ ー ド ウ エ ア"

こ れ ら の2つ の 刊 行 物 が 会 員 は 利 用 で き る 。

月 刊 紙

会 員 に は 月 刊 紙 が 送 ら れ る 。(添 付 資 料 参 照)

条 件

加 入 会 員 の 入 会 金 は10,000FFで あ る 。 こ れ で 前 年 度 の5つ の 調 査

資 料 が 入 手 出 来 る 。

1982年 に 於 け る 年 間 会 員 料 金 は 税 込 み25,000FFで あ る 。

② 準 会 員 の 資 格 と 特 典

準 会 員 は 年 間 予 約 に 対 し て 次 の サ ー ビ ス が 受 け ら れ る 。

"ヨ ー ロ ッ パ ・ ソ フ ト ウ エ ア パ ッ ケ ー ジ 集"

次 の 中 の 一 つ が 得 ら れ る 。

月 刊 紙

無 料 で 送 付 さ れ る 。

情 報 セ ン タ ー

質 問 に 対 し て は 無 料 で あ る 。 但 し,そ の 調 査 が 半 日 以 上 に 及 ぶ こ と は

な い 。

CXPの 調 査 資 料

各 調 査1件 に つ い て 非 会 員4,000FFの も の が3,000FFで あ る 。

"マ イ ク ロ コ ン ピ ュ 一 夕 デ 一 夕ベ ー ス ソ フ ト ウ エ ア パ ッ ケ ー ジ"

料 金250FF

"ワ ー ド プ ロ セ ッ サ ー レ フ ァ レ ン ス ブ ッ ク"'
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料金350FF

CXPセ ミナ ー

1人1日1,200FF

非 会 員1日1人1,550FFの もの

条 件

入 会 金500FF

年 間料 金1,900FF

③ 非 会 員

非 会 員 は,そ の都 度 定 め られ た料金 を支払 え ば,資 料 の提 供,セ ミナー

に参 加 出来 る。

SOCIBに つ い てlo

フ ランス の国 際 ソフ トウエ ア ・パ ッケー ジ展 覧 会 とい うべ き もの で あ

るが,こ の会 の強 力 な推進 メン バー と してCXPは 活動 して い る。

'83 .5.30～6.3ま で パ リで開 催 さ れ る こ とに な って い る。

各 国 に招 待 状 を 発 送 して い る とい う。 日本 か らの参 加 を強 く希望 して

い る との こ とで あ る。 ・_

この話 は,最 初 のMONDIALで も聞か され た。 ブー スの 割 当が あ る

か ら早 くに 申込 まれ た い とい って いた。

関 係 パ ン フ レ ソ ト,申 込 書 な ど添付 資料 と して あ る。

次 頁 に あ る のは,ソ フ トウエ ア ・カ タ ログ の見 本 で ある。
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5.CGI(CompagieGeneraleD'lnformatique)

CGIは,日 本 語 に 訳 し た ら 何 ん と 云 え ば よ い か わ か ら な い が,"情 報 管

理 株 式 会 社"と で も い う と こ ろ で あ ろ う。 一 つ の ソ フ ト ウ エ ア 会 社 で あ る 。

こ こ で はCGIの 幹 部 で あb,DIDAOの 社 長 で あ るJEAN-PIERRE

DESCENDRE氏 に 逢 う こ と が 出 来 た 。

会 社 概 要

CGIは 情 報 処理 に 関 す る ソフ トウエ ア技 術 の会 社 で あ る。 会 社 は 資本

家又 は 実業 家 とは 関係 な く,無 名 の,こ の会 社 を援 助 す る人 々 の 資本 に よ

って構成 され て い る。 そ の開 発 は,完 全 な会 計 システ ムや所 得 税 計算 シ ス

テ ムで ある。 そ れ らは 多額 の費 用 を要 す る こ とな くメ ンテ ナ ン スさ れ てい

るo

人 員

要 員 は,工 業 高 校 又 は工 科 大 学 の卒 業 生か ら採用 され る。 彼 等 は 全体 の

オ ペ レー シ ョンに入 る前 に,設 計技 術,実 務 手法 等 に つ い て教 育 され る。

毎 年80名 が従 業 員 と して採用 され る。

事 業 所

CGIは パ リー と6つ の州 の 市 に営 業 所 を も って いる。 そ の外 に仲 介 入が

レ・るo

これ らの事 務 所 は 合 計 で10,000平 方 米 あb,そ の半 分 は 土 地 を所 有 し

て い るo

設 備

顧 客 の非 常 に大 きな要 望 に対 して も,充 分 応 じ られ る能 力 を備 え て い る。

企 業 活 動

会 社 は専 門 家 の派遣 を行 な うと共 に,子 会 社 に対 して もマ シ ン(時 間)

を供給 す る,COGESIに 関 しては 取扱 技法,IIEに 関 して は 情 報 活 動
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が 援 助 さ れ て し(る 。(COGESI,IIEは 子 会 社)

CGIは 設 計 か ら プ ロ グ ラ ム 作 成 ま で の 手 法 に 対 し てCORIGと い う技

法 を 開 発,完 成 し た 。 こ れ は 一 つ の 考 え 方 だ と い う が 内 容 に つ い て は 時 間

が な か っ た の で,聞 く こ と が 出 来 な か っ た 。

ま た,PACと い うプ ロ グ ラ ミ ン グ ・ ソ ー ル を 開 発 し,300の ユ ー ザ シ ス

テ ム で 利 用 し てk・ り,年 間50万 フ ラ ン 位 に な る と い う。 ア プ リ ケ ー シ ョ

ン の 分 析,デ ー タ ・デ ィ ク シ ョ ナ リの 作 成,プ ロ グ ラ ム メ ン テ ナ ン ス 等 が

し や す く な る と い う。

こ の 外 に,GIPと い うア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム が あ り,こ れ は

ス キ ル イ ン ベ ン ト リ ー に よ る 人 事 管 理 シ ス テ ム で あ る 。 こ の ユ ー ザ は150

～200位 あ っ て,使 用 料 は60～100万 フ ラ ン/年 で あ る と い う
。 フ ラン

ス 海 軍 の10万 人 位 を 管 理 し て い る 。 又 そ の 外,官 庁 関 係 で30万 人 位 を

行 っ て い る 。

又,SIGAと い う給 与 関 係 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム が あ る 。 こ

れ は 会 計 に も 不 動 産 の 管 理 に も利 用 さ れ る 。 こ れ も 多 数 の 利 用 者 が あ り,

大 き な 収 益 を 上 げ て い る 。

更 に,タ ー キ ー シ ス テ ム と い うの が あ り,顧 客 に キ ー を 渡 す こ と に よ っ

て 随 時 マ シ ン が 利 用 出 来 る と い う。 細 か い 説 明 が な か っ た の で,よ く は わ

か ら な い がT.S.Sシ ス テ ム の こ と で は な か ろ うか と 思 う。

教 育 関 係

ソ フ トの 開 発 の 外,こ こ に は い く つ か の 教 室 が あ り,ユ ー ザ を 教 育 を し

て い る 。 設 備 は 見 る こ と が 出 来 な か っ た が,マ ス メ デ ィ ア を 使 用 し て 教 育

し て い る と い う 。 し か し推 察 す る に,日 本 の メ ー カ ー の 教 育 設 備 と は 比 べ

も の に な ら な い 初 歩 的 な も の で あ る 。

こ のCGIと い う会 社 は,ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ ソ フ ト ウ エ ア の 強 力 な 開
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発 能 力 と公共 的 人事 管 理 の手 法 とそ の パ ッケー ジの利用 とで,ソ フ トウ エ

ア市 場 に優 位 を保 ち,要 員 派 遣 市 場 で も 一 つ の 依頼 シス テ ム を持 って い

る会 社 で ある。 ま た,そ の経 理 シス テ ムの考 え方 と維 持 方 法 に関 す る開発

は,ユ ーザ に支 持 され,高 く評 価 され て い る。

別 紙 資料 には,従 業 員 は約700名 と あ るが,現 在 は900名 で あ る。

資 本金 は525万 フ ランで1967年 の創 立 で あ る。 会 計年 度 は9月31

日で あ る。

この会 社 もCXPの 有 力 メシバ ー で あ る。

ま た,生 産 した プ ログ ラムは ヨー ロ ッパ諸 国,南 米,ア ル ゼ ン チ ン等 に

輸 出 して い る。 日本 に輸 出す るか と聞 いた ら"ノ ー"と い う返 事 だ った。

"DIDA6"に つい て

DEsqENDRE氏 が,社 長 を して い る会 社 につ い て説 明 を受 け た。

フ ランス ではPTT(郵 政 省)が 画 像通 信 を開 始 してk・ り,"TELTE

L"と 呼 ん で い る。 この ビデ オ テ ック スは,一 般 家庭 で テ レ ビと電 話 機 を

制 御 装 置 とキー ボ ー ドを介 して結 続 す る こ とに よ って,交 通 機 関 の座 席 予

約 や デ パ ー トの買物 な ど,更 に デ ー タバ ンクの 利用 な ど行 な って い る。 日

本 の キ ャプテ ン ・シス テ ムで あ る。TELTELは 現在 パ リで3,500加

入 あ り,フ ラン スの指 定 地 域 で20,000加 入 あ り,'83の 終bに は30

万 加 入 と な り,'85年 に は150万 加入 に なる とい う。

PTTの 一 つ の ね らいに,こ れ に よって電 話 番号 簿 の廃 止 を しよ うと し

て い る。 番 号簿 の維 持,発 行 は大変 な 費用 な ので,こ れ で解 決 した い とい

うこ と で あ る。 ・.

TELTELの 中の 教 育番 組 を受 持 って い るのが,DIDAOで あ る。

主 と して小 学 生 向 けの もの で,算 数,文 法,社 会 な どの科 目が ある。 カ リ

キ ュ ラムはCAI方 式 で プ ログ ラムさ れ て い る。 但 し,生 徒 との対 話 でそ
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の成 績が 記 録 され て い る。 親 が 後 か ら進行 状 況 を知 る こ とが 出来 る よ うに

な って い る。 ま た,子 供 の 名前 を セ ンタ ーか ら呼 び かけ る よ うに デ ィス プ

レ して子 供 を 引 きつ け る よ うに し,よ く出来 ま した とか,も う一 度 が ん ば

りな さい とい った 表 示 を して,教 室 と同 じ臨場 感 を出 してい る。 カ リキ ュ

ラム.は思考 誘 導 型 を と って い る。

ま た,BASICの 勉 強 の カ リキ ュ ラム もあ る。 この テ キ ス トは 添付 資料

に あるo

このDIDAOの 端末 機 で お も しろ い と思 ったの は,キ ー ボ ー ドの配 列 で

あ る。 タ イ.プ ラィ ター を知 らな い子 供 に 使用 させ るため,す ん な りABC

Dと ア ル フ ァベ ッ ト順 に並 べ て あ る。 勿論,タ イ プ ライタ ー配 列 の

もの も使 用 出来 る。 また,ヨ ー ロ ッパの タ イ プ ライ ターの キー ボ ー ドは,

そ の 国 に よっ て2,3個 の キー の配 列が 異 る こ とが ある。

端 末機 はPTTか ら借 用 す る こ と も出来 るし,個 人持 ちの もの も使 用 出

来 る。基 本 料 金 は70フ ランで 外 に電 話 と同 様 に度 数料 金 が か か る。 更 に

プ ログ ラムの使 用 料 が 必要 で あ る。DIDAOの 教 育 プ ログ ラムは,200

～600フ ラン年 間 で かか る。

パ ス ワー ドは な いが,個 人別 の コー ドと氏名 が用 い られ て い る。 同姓 同

名 な どの と きは 区別 コ ー ドが用 い られ る。

他 人 の コ ー ドを盗 ん で使用 した よ うな例 は な いか と聞 い た ら,そ の よ う

な こ とは起 き て い ない とい って い た。 従 って キ ー ワー ドの 必要 は な い とい

う。 但 し,BASICで は進 行 状 況 に応 じて キ ー ワー ドを設 定 してい る。

BASICを 終 了 したか ど うか は,こ の キー ワー ドに よって知 る こ とが 出来

る よ うにな っ て い る とい うo

ユ ーザがDIDAOの セ ン タ ーを利 用 して プ ログ ラムを作 る と きは,キ ー

ワー ドが必 要 で ある。
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DIDAOの セ ン タ ー マ ジ ン は,デ ー タ ・ジ ェ ネ ラ ル 社 製 の も の'で あ る
。

CPUの 主 記 憶 装 置 の 容 量 は188KBでDISCの 容 量 は20MegaByte

で あ る 。

MODEMは 端 末 機 の 中 に 通 常 は 組 込 ま れ て おb ,セ ン タ ー か ら 端 末 へ は

1,200BAUDが 用 い ら れ,端 末 か ら セ ン タ ー へ は75BAUDが 用 い ら れ

て い る と い う。

DIDAOの 資 本 金 は60%がCGIで,自 社 で40%持 つ 私 企 業 で あ る

と い う。

な を,CGI,DIDAOで 利 用 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム は ,主 と し てC

OBOLが 用 い ら れ て お り,マ イ ク ・ コ ン ピ ュ ー タ 関 係 で はBASICが

用 い ら れ て い る 。
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CGI 壁 の リ リ フ

CGI 事務所内に ある説明用端末機
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CGIの 会 社 概要 の 資料 を添 付 して あ る。

次 の プ リン トは,DIDAOの 学 習 のパ ン フレ ッ トで ある。子 供 向 の楽

しそ うな,そ して簡 単 に操 作が 出来 る こ とを示 して い る。

一42一



ON闘 ⇔OV臣AUJEUAUJOVRD,H田8

三 郎P煕 訓DR巳

灘 鱈
DIDAO'「 臣L■ 四四



1

測

:iil
.]一

轍
/

ゴ

,

'

1

《
命
-

田 .、,

叔」、!
、ぷ
長

田

s
北

NEハAENT SIST琶P医R・0

噺 彩瀦 宙 ン'

1・

■



D‖PAOTELVOU50亭 『R臣L臣CHOIX臣NTRE...

ー

《
O
ー

…501VR臣UNcoonsDAN55APROGRESSIONPROGRAハU鴇E匡

垣][LOG][巫][垂]一[亘 画
LogiqueEnsemblesBasic

●.・ 「AlnEDIRECTEMENT

OE5匡X匡RCICE5DEVOTRECHO`X{arithm壱tiquqgrammairqproblbmes)

→Voustapez|eMOT・CL直ducours十ta|e"reF:

㊥[亟 亘]国 画]一・ 一 一[唖

画 因[i垂 ヨ 回 回 回.一(・・・・・…}一[唖

P…PROF・tGRAF囚 回[C]回 回 回[亘]{11・ ・…)一[亟 画

口 回 輌 口 囲 一睡



APPR竃NDR匠V『 『E

ACAkC肌ERP田s'VIT臣.

AvecDIDAOTEL,toutlemondepeutavoirla"bosse

ducalcul".LesleC6nsd'arithm4tiqueseviventcomrnedes

partiesdejeu:,lesrbgles,simples,sed◎gagentetviennent
renf。rCerraCqUiSSCOIair巳

AvecDIDAOTEL,dもSdemainvousjongl¢rezavecles

chiffres_. ロ 　ノ 　コ 　コ パ ゾ

ノvlン1'r":'

.・.・':診.'

'.

ー

‥
ひ
ー

シ多1・ノ

}

.φF,"

.■.・'

.ンC

、 庖♪.門 ・,.,■、 ・

藪
・
＼

い膨/霧

1

蜜磁霧 ・嶽窺
,6ラ ナィ2.

'
、

.,.・ 、:'… ・"⊂

'診

'1:～

一一=一'
、二　 ・'一
・r-'・ 周'1
-

・くt・¶'

C ●

.

.

.・劉蹴

誓5》

竃

パ

雛
,='〆"

　 ト 　ト コ こ ス 　　

・葱"・ ・';1・ 錫i鯵1

'.

'
.獅:

='〃塾 』 う

.〆

='.t."

、`zl'・:次　 コ チ

・zζ
`ダニノ乞'・.・ 語.・

'
Niveau:c。urs414men↑ai,eaαAR汀HMETIQUEAR
r¢vision5ぜ ・・AI{1

℃ourssuivi:tap㏄ ARI… →ENVOI-一 ー ー ーレsuivezIesir鴇tructions

Exercicesisol色s:tapez ARIF →ENVOI→ Codede.

lasεquence
→ENVOI→NIVEAU→ENy

Lacompr4hensiondesn(～mbres NB 1a7

じadditionhohzonble AH 1a4

Lasoustracnonhorizonta|e SH 2a4

L'additionverticale AV 1ら5

La80Ustractionverticale , SV 2a5

Les4quations'
P

EQ
.7

ご 2a7

Lesme5ures

Lamultiplica師onhorizontale 回 馳

7

MS

MH

、、

2a7

2a5
■,

Lesloisderarithm色nque LA'
・

▼

3ら6

Lamultiplヒan。nverticale MV:
,

'』 2a6'
,A

.

LadMsion DV'
〔 ..

3a6

LeSOP4rateurs¢tfractions OF 2a7
4

LesnombresdCcimaux DC
,

.

4a7.

Lesnombresn4gatirs
F

P

NG 60u7

1



APPR臣ND酪5AN5FnO乱 臣M臣 ,An臣500DR屋P臣5
PROB』 巨M室5'.

・、U妻罐 艦 ㌶ 罐 蹴 ‖:霞・・SS輌 ・.∴・▲

噛織 留号霊 鑑 ㌫ 認 識;51鵠 亘・ ・

1"!"ノ.ノ 」't.!

元;;

拗
////

…そ

・峯怒 磁 鑑

…㌘笏顔1
7"t;]

♪

4
W
`

,

'

旙

.
,

⑪

'R直SOLUTIONDEPROBLさMESPR
{

Niveau:CE2a6.lncluse'

PR(

C。urssuivi:t・p妥

巨]一 回 一一… 一一 一 ・㎞

Exercic臼is。1由lt、pロ

匝1一囲 一
C◎dede

las4quence
一国 一国 一厘

Led4n6mbrement A 3A6

Laviequotldienne
. B 3白6

Lesnombres8d4couvrir
e"escalcu|sd遠ge

,

、 C 3A6
馳'

し馴 臼、,ピ
.[画

D , 4a6

しessystemesdenombres E 4a6

しadU・4輪m。 りenn。
etladistance

二
F 50u6

⊥ ・g蜘m4t,i, , G 50u6



AEち『ちR臣NDR臣5AN⑤ 屋宇『ORT

AECRIRESANS『 」瓜UTE●

Verbestortur壱s,motsind壱cis,orthographemassacrεe:

ヨgrammaireseperdou..segagn巳

Pourunefois,votre白cranvientas◎nsecours.

DIDAOTELrendilesieConsamusantes:.vosprogr壱sseront
`marqUをS"etVOSerreUrSCOrrige《Za

－

命
◎o
ー

z'シ

芝
》

、

.

ひ
θRA門AIRE

`

,'/.〔'.

参観
..〃z縁J

謬
.

・
"

・〉

}
パ
.

♂

繊
1㌘lttl-ili}.,

" ・'/i" .'∀'』.

轟ξ

籔

繍
螺
髪

鰺"元
,2

撒 一

ソ

ロ
ら

ソ

GRAMMAIREETLANGAGEGRA
Niveau:CEletCE2

GRAF

Courssuivi:tapez
国 一邑 … 一ー一1-一

Exercicesis。1白:∫ ・pロ 一回 一… 一団国 掴 一
Codede

las4quence

、
Lagrammaire

Lesverbesetlesconjugaisons

Lacompl◎hensiondestextes

Lesjeux

{dictionnairらmotscrois4s_}

Laphon6tiqueetlev㏄abulaire

Laphrase
●

.

国

L.=「

A

B

C

D

E

F

20u3

20u3

20u3

20u3

20u3

20u3

'

r

1



電
ご

η

APPRENPREENsOkO

lATH匠ORI臣D屋SENSESYABK臣5

Unenouve‖emahiもred'aborder|esmathematiques

modernesparunprogrammedecoursprogressifs .

Apartirdenotionsd6mentairesclairementexpliqu乏es
,

vousdecouvrezdechapitreenchapitrelesprincipes

delatheoriedesensembles.

1

お

1

,!・'
.t',tt

 

鎌
・フ"∵

鐡

.簸ξ恕 嚢己?⊃

裂 き・竃

γ

.

,
♂
.

o・

プ/・

,

㌧

鷺

琶

屯

望

`

、-
必
ツ

才

、.
ド

一

、
.

・
㌦

、
聾

、

… 男ξ・
.ll:

⊇

、

鯵
^

再
ろ

窄

`く
%

、

L
ト

㌧
㌍,方

ヂ

乙
り

.劣
z

膓、"i

顯 彦

び

,i

ジ:

「力

鏡

.
ノ

'
`

、

.義盗,

L

彪

■「,. ...㎡ 二、 ・

一フ

!

磯
'

髪

.・''
ハ
乏

z`

.'、

㌘竃 蓼
.、:,1灘 錫 ・灘i憂 磁i・i影i多

艦:蹴gus、TH直 ・団EDESENSEMBLES[]垂

Courssuivi:tapロ

闇 闇 同 一 ー ー 一 一 ・U…一 ・u・・…

Chapitres:tapez
国 一同 一

LeN。du

chapi【re
一回

1Lesensemblesαlesdをments 1

2Lenomdesensembles A 2

3Lensemb|evide 、3

4L'union 4

5L'intersection 5

6Lessous・ensemb|es

7Lesensembles壱gaux
、

画 6

7

8Lesensembles4quivalents
、

-

8

9Lacorrespondanceun・ さ・un
一 9

10Lessous・ensembles`'propres"

「

10

11Lesnombresnaturels 11

12Lesensemblesinlinis
'

』12
・

13L・n。tati。 ・d6・nsembl・s・" ,

.
「

13
14Lec。mpl色ment

14

15LesdiagrammesdeVenn 15



SPPRENDREAUJOURD,H肌

EMONDED臣D田 雌 臼

Toutcommelesenspratiquqlesenslogiques'acquierし

lDAOTELvousaideaprogressermをthodiquementatravers

srセglesessentiellesdusavoir・raisonneヒ

DIDAOTELvousfamihariseaussiavecle"Basic"{1'ABCdu

ngageinformatique}etvousouvrelesportesd'unmonde

squelar壱serv4aUX``inities':

Bientδt,vouslerezvous・m色mevosprogrammes..

ー

O
O
ー

'

1

〆

ン
ク

.〃

〃

{i.
・ζ・

・{5.

二
、～

ン:タ
c

.

,

'

/

.

,∴・∴':・c㌧':'rJ,
・;,2k;:・ 一 ボの,・・

θo`.

・・ン ・.・.'"

繧
エ

ジ
イ"

ロノ 　 こべ 　

」:1・三.,}1"i.
.∨ i

夕
影

.霧

讃

,
翻

Courssuivi

en30chapitres,

/

フ ～ ・

1・
.

' .1

難
.

..

1

〔囚.

・

N。N副

v1.ぷ

一・

i∴: .じく.

.. ●

…
;

1:∫、Llx・ ∫1～∧1

』
;

F

画
国画→Vbussuivezlesinstructionsd'unmanueld'accompagnem飢t

quivousseraadress4br5devotrelnscriptiorL.

ロ

章 ～:
●

ノ 　
台z

L二:/"・

　ピ 　　ニ ご

　ぷ ノ プ 　

葱
'"

.●':〆 、 『
雛
滋

弓.,涜..

;奏'

"縢
.

、:9!

・
己

.
ボ

・%

〃.三.:

ゴ ♪

雛

形

!z.
プ し

.緊

i嚢㌫

鍼
灘
灘

… 一 ・{・ ・帥d・1・ ・,L・GIQ・ ・[亟 ヨ

CourssuM:tapez
国 一 ・㎜1-一 ー 一 ・一 ・U・-1諭 ・・　 ■

Chapitres:tap¢z Chapitres:tapez鵬 ・㎜1囲 ・㎜1 回 EWOl N。 ENVOl

1Lesproposltbns

2Lesconn¢cteurs

3LesproposlUons

mol禽ulaires

4Lesn◎gation5

5LβsproposiUons

conditionne‖es

6Led4tachement

「

1'

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12しarセgle

desimplilication

13Encorequelques

d6duction5

14V◎ht4etfaussetc

desproposition5

15Lestablgsdev¢rit¢

16La』bl¢deveritを

deIaconlonction

17Latab|ed⑦v4rit4

debdislonction
.

18Latabledes

propositions
conditionnelle5

19Encorequelques

bb|esd¢v4rit4

.

12

13

14

15

16

17

18

19

.

7L¢t 回 lL・G
parl`absurde

8Lesd4ductions

valides

gLad冶monstration

indirecte

10Lesd4ductlons

llLarもg|e

d'adlonction

1



6.ECOLEPRIMAIREBOSSUETPETITCOLLEGE

(ボ シ ュ小学 校,初 等 中学 校)

この 小学 校 でDIDAOの ター ミナ ル を用 い て教 育 を して い る とい うの で ,

生 徒 の 勉 強振 りを見学 す るた め訪 問 した。

ター ミナ ルは全 部 で8台 あ り,フ ランス語 の文 法 と数 学 と社会 を勉 強 して

いたo

この学 校 の授 業 は,生 徒 が一 日終 了後 自己 申告 をす る こ とに な って い て,

各 科 日毎 に 自分 が どの程 度 わ か った か を記入 す る こ とに な って い る。 これ に

教 師が コ メ ン トを書 き,家 庭 に持 って帰 って両親 の コメ ン トを も らって,朝

提 出す る こ とに な って い る。(申 告 書 は 別紙)し た が っ て授 業 は個 人 のペ

ー ス で進 め られ て い る
。 授 業 は 大変 で あ る と思 われ るが,生 徒 数 が少 な いの

でそ れ程 で もない よ うで あ る。

生 徒 は 自由に 勉強 を進 め る ら し く,各 人 の進 度 はば らば ら とい った 感 じで

あ る。 教 師 側 か らそ くば く的 な こ とは何 も指 示 しな い。

教 室 では,一 見 そ うそ うしいが,各 人が や るべ き こ どは き ちん とや って い

る よ うで あ る。 日本 の小 学 校 とは 違 って のび のび してい るの が うらや ま しい

位 で あ る。

さ て,DIDAO端 末 で の 勉強 ぶbは,わ れ われ の ため に訪 問 時 間 に合 わせ

て生 徒 を待 たせ て お い て くれ た との こ とであ った。 担 当 の先 生 の 話 もそ こそ

こに 教室 に案 内 され た。

生徒 はそ れ ぞ れ端 末 に つ いて 勉強 を始 めた。 好 き な科 目は 文 法 だ とい う,

き らい なの は 数学 だ とい って い た。

こ この 先 生 に よれ ば,生 徒 は始 め は何 か お もち ゃの よ うに感 じて興 味 を示

し熱 中す る,し か しこれ がや は り教 育機材 で あ る こ とが 解 る と拒 否 反応 を示

し・中 には嫌 だとばか りに 校 長 先 生 に 直訴 す る生 徒 もい た とい う。 や が て 高学
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年 に な る とBASICを 勉強 す る よ うに な る。 そ うす る と再 び興 味 を示す よう

に な る とい う。

この学 校 で は,生 徒 の 自由 な発 想 を非 常 に大 切 に して い る ので,こ の よ う

な機 械 的 な繰 返 しに よる勉 強 は限 られ た範 囲 で しか用 い られ な い とい って い

る。 た とえ ば,間 違 い を繰 り返 す ときま った答 が も どって くる,こ れ は 生徒

に と って苦痛 で あ る とい う。

この学 校 の 研 究 テ ー マ と してDIDAOを 使用 して い るが,も っ と創 造 性 を

養 うこ との 出来 る よ うな プ ログ ラムで あ って欲 しい とい う。 これ は 現段 階 で

は 相 当 むつ か しい カ リキ ュ ラム とい うこ とに な る。

日本 だ とす ぐ端末 を子 供 に買 い与 え て 家庭 で 使用 す る こ とに な る と思 うが,

フ ランス では この 装置 は個 人 で持つ には 高価 で あ り,中 流 以 上 で な い と買え

な い とい う。 政 策 と して フ ラン スでは,国 産 品 を使 うよ うに指 導 してい るが

故 障 が 多 く,米 国 製 の もの の方 が 信頼 が おけ る とい って いた。

次 に子 供 連 の 無 邪 気 な勉強 ぶ りを のせ て お きます。
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7.西 ド イ ツ 関 係

最 近 国 際 的 な情報 関 係 はIBMと 日立 の 問 題 が拡 が って い る ため か ,メ ー

カー訪 問 は 日本 か らとい うとなか なか ス ム ーズ に行 か ない よ うで あ る。 出発

決 定 か ら出発迄 日時 が 少 な くな か なか 連 絡 が とれ ず い さ さか ぶ っつ け本 番 的

な訪 問 に なっ て しま った。 この 国 で は シ ー メ ンを訪 れ る こ とに な った。

今 回 の各 国 訪 問 の 中 で主 要 メー カ ー を選 ん だの はそ の製 品 を見 る こ とに よ

っ て,あ る程 度 の レベ ル を知 る こ とが 出来 る の では ないか と推測 したか らで

あ る。

(1)シ ー メ ン ス株 式会 社

10月25日 午 後 ミュンヘ ンに着 き,翌 日富士 通 ミュ ンヘ ン駐 在 の 高橋 所

長 の案 内 で シー メ ンス の本 部 に あ る展示 館 を訪 れ た。

展 示 館 ではCARLF,HABERBOSCH氏 が 説 明 に あ た って下 さ っ た。

彼 は通 信 関 係の 端 末 部 門 担 当 であ'って コ ン ピュー タ関 係 は あ ま り くわ し く

は なか った。

・ 会 社 の 概 要

総 合電 機 メー カ と して は世 界 的 な規 模 の会 社 で ある。 世 界127ケ 国 に

生 産 設備,子 会 社,連 絡 事務 所,現 地 営 業所,代 理 店 を設置 し,そ こ に

33万 入 を超 え る従 業 員 を抱 え て し(る。年 間 売 上 高 は320億 マル ク といわ

れ,そ の 半 分 は西 ドイ ツ国外 で上 げ てい る とい う。

シ ー メ ンス グ ル ー プには 多 くの 関連 企業 が 含 まれ て い て
,直 接 又 は

間 接 的 に50%以 上 の 株 式 を所 有す る企 業 は連 結 財 務諸 表 に含 まれ て い る。

製 品 に 関 しては 丁 度 日立 製 作所 と似 てい て 広範 囲に 及 ん で い る。 強 電

か ら弱 電 関係 ま で,そ れ ぞ れ 秀 れ た製 品 を生 産 してい る。

重 電機 器 で は発 電機,変 圧 器,ケ ー ブ ル,開 閉 装 置,モ ー タ等 を生 産
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し,こ れ らを シ ステ ム と して 構成 して送 り出 してい る。 これ らに は コ ン

ピ ュー タ を利 用 した測 定 技 術や プ ロ セス制 御 技 術 が活 用 され て い る。

ま た基 幹 産 業 に対す る 自動 化 シス テ ムに も進 出 してい る。

ま た各 種 電 機 設備 も盛 ん で 照 明設 備,電 力 ケ ー ブル,空 調 設 備 な ど も

生産 して い る。

通 信機 器 につ い て は歴 史 的 に 古 く 自動 交換 機 につ い て は ス トロー ジ ャ

ー方 式 と並べ られ る シー ケ ンス方 式 は 有名 で あ る。 この方 式 は 日本 で も

戦 前 横浜 と京 都 に 輸入 さ れ た。 現在 で は音 声 の 外文 書,図 形,デ ー タ等

の 通 信 分 野 に入 って来 てい る。 勿論 多 機 能電 信 機 の開 発 も行 なわ れ てい

る。

この部 門で は 戦 前 か ら富 士 通 信 機K・Kと は 技 術 提 携 して い て 日本 で

も な じみ 深 い ものが あ る。

情 報処 理 関 係 で は端 末機 関係 が 注 目され る と ころ で あ るが,西 ドイ ツ

国 内 では オ ン ラ イ ン ・シ ステ ムは未 だ低 調 で従 って シー メンス で も余 り

力 を入 れ てい ない ようで あ る。 む しろデ ジ タル交 換 機 に よる 多 機 能 端末

の開 発 が 進 ん でい る。

一 方 デ ジタ ル ・デ ー タ通 信 向の テ キ ス ト端 末機 は マイ ク ロ コン ピュ ー

タ を組 み入 れ た,テ レ ック ス端 末 機 が 生 産 され て い る。 これ につ いて は

後 で 詳 述 す る。

ま た西 ドイ ツで はパ ケ ッ ト交換 網 が サ ー ビス を開始 して い るが まだ需

要 は 少 ない ら しい。 しか し新 ら しい通 信網 は ア ナ ログ回線 よ リデ ジ タル

回 線 の方 が 経 済的 であ る こ とは よ く知 られ てい る ところ であ っ て シ ーメ

ンス もこの分 野の 機器 の 生 産 は 活発 で あ る。 電 子 交換 機 は 大型 か ら構 内

交 換 用 の 小型 の もの まで 手 が け て い る。

次 は 医療 機 器 で あ る。 シー メ ンスは この 部 門が 秀 れ て お り,世 界 市 場
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の19%の シェア を 占め て い る。 ことに レン トゲ ン装 置 は優 秀 で世 界 の ト

ップク ラス で シ ー メ ンス の 医療機 器 の3分 の2の 生 産 を 占め て い る とい

う。 この 分 野 で もマ イク ロエ レク トロニ ック ス や デ ジ タル技 術 の 発達 で

新 製 品 の 開発 が 進 め られ て お り,1981年 度 は 売上 げ の6割 が,こ の5年

間 に 開発 され た製 品 であ っ た とい う,勿 論 この た め の研 究 開 発 費 は 同部

門 の 売上 げ の7%を 投 資 して い る とい う。 この 医療 機 器 は レン トゲ ンの

外,放 射線 機 器,,物 理 療 法 機器,歯 科 用,聴 覚機 器 等 あ らゆ る部 分 に マ

イ ク ロ コ ン ピュー タ を組 み 込ん だ もの が 開発,生 産 さ れ てい る。 マイ ク

ロ コ ン ピュ ー タそ の もの 開 発 ・生産 は余 り力 を入 れ て い る とはい え ない ,

む しろ 日本 や 米国 に 比 べ て立 ちお くれ てい る と思 わ れ るが そ の 応 用面 で

は,こ ん な ところ に まで 利 用 してい るのか と驚 く程 で あ る。

そ の他 の 部 門 に つ い て は省 略 す る が西 ドイ ツ有 数 の 電 気 メー カ ーな の

で 防衛 機 器 に つ い ての 研 究 開発 が 当然 行 なわ れ て い る もの と思 われ るが

頂 い た 関係 資 料 か らは 知 る こ とが 出来 なか った。

シ ー メンス で は 研 究 開発 へ の投 資 が積極 的 に行 われ て お り,そ の額 は

30億 マル ク以 上 とい われ てhる 。

シーメンスが 世 界 の10大 メーカの 上位 を保 って い る のは こ う した研 究

費 に よって 開発 され る新 製 品 に よっ て 国際競 争 力 を確 保 して い るか らだ

といわ れ て い る。

又 この会 社 は 従 業 員 教育 が 充 実 して いて,そ の質 と技 術 レベ ル の 高 さ

を 自慢 してい る。 若 手 社員 の研 修 や従 業 員 の 現職 教 育 には年 間4億5千

万 マル ク以 上 を費 して い る。 こ う した社 内対 策 が この 会 社 の 強 さ をあ ら

わ してい る ようで あ る。 創 業 以 来安 定 した成 長 率 を支 え て い る理 由 で あ

ろ うか。

シ ー メ ンス は6つ の事 業 本 部 と5つ の中 央本 部 に よ り構 成 され て い る。
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各 事 業 本 部 は そ れぞ れ 分担 して い る分野 に 対 し開 発,生 産,販 売 に対

して 責任 を持 っ てい る。 中央 本 部 は 各 事業 本 部 に 対 して ア ドバ イザ ー的

な役 割 を果 た し,経 営 陣 をサ ポー トしなが ら事 業 方針 の 遂 行 に 当 って い

る。

・ コ ン ピュ ー タ関 係

ホ フマ ン通 りの シー メ ンス本 部 の一 隅に あ る展 示 館 を訪 れ た。 この部

屋 はそ れ ほ ど大 き くは ない。 運悪 くケ ル ン で情 報 関係 の シ ョウが あ るた

め 情報 関係 機 器 が 持 って 行 か れ て見 る ことが 出来 なか っ た。

今 回 フ ラン ス,西 ドイ ツ,オ ラ ンダ を廻 って来 たが,各 国 と も コン ピ

ュ ー タの 八 三 ドウ ェ アの生 産 は ア メ リカ,日 本 か らは余 りに も立遅 れ て

い る。 また ヨ ー ロ ッパ全 体 と して も情 報処 理 に 対す る 要求 が低 調 だ。 各

国 と も コン ピュ ー タ を入 れ て ど う して そん なに早 く しな け れば な らない

の か?わ れ わ れ は今 の ま まで充 分 仕 事 を して 生 活 して い るで は な いか

とい っ た保 守 的 な民 情 が強 い,こ れ が新 しい事 務 処 理 方 式 をな か な か受

け 入れ な い理 由 で は ない だ ろ うか 。 日本 や ア メ リ カの よ うな速 い テ ンポ

の 導 入 は考 え られ ない 状 態 で あ る。

こ う した背 景 は メー カが 大 型 機 の生 産 に乗 り出 さ ない 方針 を と らせ る

こ とに な る ら しい。 こ う した こ とか らフラ ンス の よ うに ハ ー ドウ ェア よ

り も,ソ フ トウ ェア に力 を入 れ て い る面 が多い,こ とにアプ リケーション ウ

ェア に 対す る ソ フ トウ ェア の 開発 は 盛ん で あ る。 フ ランス で は あ らゆ る

面 で 国 産 品 を使 用 す る こ とが 義務付 け られ て い て コン ピ ュ ー タ といえ ど

も同 様 で あ る。 お も しろ い こ とは端 末機 な どは カバ ーの み が フ ラ ンス製

で 中味 は ア メ リカ 製 で あ る,こ れ で ない と使 うこ とが 出来 ないそ うで あ

る。 中 には 輸 入 部 品 で ノ ック ダ ウ ン方 式 で生 産 した もの が あ るが ユ ーザ

の話 しでは フ ラ ンス製 の もの は 故 障が 多 くて使 い もの に な らない とい っ
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て いた。 西 ドイ ツでは シ ー メ ンスが そ の 点で は充 分需 要 に答 え てい る よ

うであ る。

い つれ に して も ヨー ロ ッパ での 需 要 は少 ない の で ,ハ ー ドの生 産 は こ

れ か らであ ろ う,ま た ア メ リカ,日 本 に とっ て は よい 市場 で あ ろ う。

シー メンスが 生 産 して い るの は オ フコ ン ・ク ラス か ら中型 シ ス テ ムの

中位 ク ラス であ る。 これ らの ユ ー ザ教 育 はオ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ム

を 中心 に 展 開 され て い る。 ハ ー ドに 関 しては シ ステ ムが コンパ ク トで あ

るた め か,わ り合 簡 単 の よ うで あ る。

ア プ リケ ー シ ョン は オ フ コンは 勿 論 バ ッチ処 理 が 中心 だ が 中型 シス テ

ムでは ユ ーザの70%が オ ンライ ン方式 で ある とい う
。西 ドイ ツで は各 種

の 機 関 が主 要 都 市 に 分 散 して い るた め ,分 散 処 理方 式 が 強 く要 求 され て

い る。

シー メ ンスの 周 辺 機 器 で秀 れ てい るの は レー ザー プ リン タで あ る
。 最

高 出 力120万 行/時 で あ る。

・ ユ ーザ 教育'コ ース の 概 要

コ ース は8部 門 に分 か れ て お り,こ れ が大 部 分 の ユ ー ザ に向 け られ て

い る。 そ してそ の 上 に デ ー タ通 信 ,デ ータ ・ベ ース ・.シ ス テ ム等 の上 位

シス テ ムに 対 す る コ ース と してBS3000の コースが 設 け られ て い る
。

ω デ ー タ処 理 の基 礎 と プロ グ ラ ミン グ

最 初 に デ ー タ処理 の 基 本 的 な コー ス を終 え てBS1000及BS2000

の概 要 を説 明 し,そ の後 プ ログ ラ ミング に入 る。 問題 向 け と マ シン向

け に分 れ,マ シ ン 向 け ば ア セ ン ブ ラや マ ク ロの コース に 入 る。 問題 向

け は科 学技 術 向 け と商業 向 け に 分 かれ ,科 学 技 術 向 け はBASICと

FORTRAN,PASCAL等 の コースが ある。 また商 業 向 け と して は

CBOL,RPGな どが あ る。 最 後 に プ ログ ラ ム開 発 や プ ログ ラ ミン グ



・ツー ル の講 座 が 設 け られ て い る
。(別 紙(1)参 照)

(2)BS1000コ ース

BSと はOSの 意 味 で ある とい うが 詳 細 に つい て は わか らない。 こ

の コース には シ ステ ム機 能,計 算 セ ン タ ー構 成 とシス テ ム適 要 及 プ ロ

グ ラ ミング で あ る。 プ ログ ラ ミン グは 問題 向け とマ シ ン向 け に分 かれ

て い る。 最 後 に シス テ ム拡 張 につ い て の コ ー スが あ る。(別 紙2参 照)

(3)BS2000

これ はBS1000に は なかった デ ータ管 理機 能 が 追 加 され て い る。 ま

た ソ ー ト,マ ー ジ等 の 機 能 につ い て の コ ース も入 っ て い る。 この レ

ベ ル のOSが 日本 で 作 られ て い る シ ステ ムの一 般 的 な機能 レベ ル とい

え る ようで あ る。(別 紙3参 照)

(4)デ ー タ通 信

デ ー タ通 信 コース は基 礎 コース の上 に計 算 セ ン ター関 係 と プ ログ ラ

ム及 プ ロ ジ ェク ト管 理 に分 か れ て い る。 セ ンタ ー関係 は構 成 と管 理 に,

プ ログ ラム はBS1000,BS2000,通 信 管 理 プ ログ ラムに 分 かれ て い

る。 シス テ ム管 理 には 回線 制御 プ ログ ラ ムが 含 まれ てい る。(別 紙4

参 照)

(5)デ ー タバ ンク

デ ー タバ ンク とい う名称 で あ るが デ ー タベ ース ・システ ム で あ って

そ の 基本 知 識 か ら構 成 とSESAM,UDSの2つ の デ ー タバン クにつ い

て 講座 が 開か れ て い る。 しか しハ ー ド構 成 か ら見 る と小 規模 の もの と

い え る。

(6)ソ フ トウ ェア 開発

シ ス テ ム分析,ソ フ トウ ェア技法,プ ロ ジ ェク ト管 理 とい った コー

ス が 含 ま れ てい る。(別 紙6参 照)
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(7)BS3000(SYSTEM7・800)

本 格 的 な デ ー タ バ ン ク,デ ー タ 通 信 用 の シ ス テ ム と し て 開 発 さ れ た

もの で,プ ロ グ ラ ム,シ ス テ ム 構 成,デ ー タ 通 信,デ ー タ バ ン ク 等 に

つ い て コ ー ス が 設 け られ て い る 。(別 紙7参 照)

以 上 の コー スの 細 部 は それぞれモ ジュラー化されていて各 コースはモジュ

ー ル を共 通 に 利 用 して構 成 して い る
。 従 っ て モ ジュールのス ケジュールに

は各 コースが並行 して流れ る よ うに組 ま れ て い る。 また会 場 も国 内 の各 所

で 開か れ て い る。 さ らに ヨー ロ ッパ各 国 の主 要 都 市 で も開 かれ て い る。
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BS2000 別紙3

Aus-undWeiterbildungsberatung

MOnchen:

Essen:

Frankfurt:

Hannover:

HerrBieligk

HerrVanscheidt

HerrSchr6der

FrauGundel

HerrFaltus
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Datenfernverarbeitung 別紙4

Aus-undWeiterbildungsberatung

MOnchen:HerrT6pelO89-3Ml-420

Essen:HerrSchr6derO201-2013-2492

Frankiurt:Fr.GundelO611-797-7290

Hannover:HerrFaltusO511-t99」3514
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.Weiterb"dungsvorschtagetOrBerufefindenSieimAnhang)
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Datenbanken 別紙5

Aus-undWeiterbildungsberatung

MOnchen:

Essen:

Frankfurt:

Hannover:
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HerrSchr6der

Fr.Gundel

HerrFaltus

089-3841-405
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0611-797-7290

0511-199-3514
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Anwendersoftware-EntWicklung 別紙6

Aus'undWeite「bitdung・be「atung・

MOnchen:HerrVanscheidtO89-3841-439

Essen:He .rrNeussO201-2013-2133

Frankfurt:HerrKramerO611-797〒7290

Hannover:HerrOberliesO511-199-3514

Kurskonzept(AUs-undWeiterbitdungsvorschlagetUrBerufefindenSieimAnhang)
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AusbildungskonzeptBS3000 別紙7
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・TEXTTERMINALT4200

展 示 場 で説 明 して くれ た テキ ス ト端 末 に つ い てそ の概 要 を述 べ る。 概

観 は下 図 の よ うで あ る。

TeXtTerminalT4200Modei40
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この テ キス ト端 末 機 は,国 際 テ レ ック ス ・サ ー ビス に於 け る文書 通 信

用 と して設計 され た もの で あ る。 テ レ ック ス ・サ ー ビスは 加 入 電 信 サ ー

ビス も行 な うこ とが 出来 る。 この こ とは テ レ ック ス加入 者 は100万 以 上

とい わ れ る世 界 中の テ レ ックス加 入 者 と通信 出来 る とい うこ とで あ る。

この テキ ス ト端 末 機 は タイ プ ラ イ ターの 機 能 と と もに ワー ドプ ロセ ッ

サ ー と して の 機能 も果 す こ とが 出来 る。 こ の テ キス ト端 末 機 は タイ ピ ィ

ン グ,修 正,保 管,編 集 の 機 能 を有 して い る。 テ キス ト端末 機 で タイ プ

す る こ とは,タ イ プ,テ キス ト編 集,テ キ ス ト通 信 等備 え られ た多 数 の

自動機 能 に よって 一 般 の タイ プ ラ イ ター で行 な うよ り楽 で あ るg

人 間 工学 的 に設 計 され たCRT表 示装 置 は,テ キ ス トの 調 整,修 正,

編集 に対 して大 きな 効果 を もって い る。 すべ ての機 能 は キ ーボ ー ドに よ

って制 御 出来 る よ うに な って い る。 タイ プ,編 集,通 信 に 対 す る キーは

互 に異 な っ た グ ル ー プに 分 け られ て お り,3つ の異 な った キ ー トップの

形 が 用 い られ て い る。 文 字 用 の キ ー トップは 一 般 の タイ プ ライ ター用 に

割 当て られ る もの がそ の ま ま用 い られ て い る。 この よ うな キ ー ボー ドは

端 末 オペ レー タ との イ ン タ ー フ ェー ス を親 しみ やす い もの に して お り,

そ れ は ま た操 作 を単 純 に して い る。 自動 的 に位 置 ぎめ 出来 る 自動 給紙 装

置 には著 しい 省 力機 構 が 取 り入 れ られ て い る,こ れ は人 手 で 用紙 を揃 え

た り,セ ッ トした りす る手 間 をはぶ い て くれ る もの で あ る。

特 徴 的機 能

(1)用 紙 と同様 な 白地 に 黒 字 の21行 で,行82字 のCRT表 示 装置 一 こ

れ は タイ ピ イ ン グ,修 正,編 集 を行 ない やす くす る もの で あ る。

(2)ス ク リーン ・レイア ウ ト機 能 及 びそ れ と同一 の プ リ ン ト機 能

(3)文 章 調 整 を簡 単 に す るた め の行 末 表 示 方 式
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(4)す べ て の ラ テ ン 文 字 を 含 む 大 文 字 セ ッ ト,す な わ ち テ レ テ ッ ク ス 用

310文 字

(5)文 章 の ペ ー ジ 構 成 の た め の 単 語 の 単 純 な 分 離 結 合 方 法

(6)わ か り や す い 文 章 編 集 機 能

(7)ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に よ る テ キ ス トの 蓄 積,1枚 に 約8万 字

(8)自 動 的,文 書 保 管,検 索 管 理

⑨ 操 作 状 能 及 記 録 ア ド レ ス の ラ イ ン 表 示

⑩ 花 弁 ホ イ ー ル に よ る 高 品 質 の プ リ ン ト出 力 。103文 字 で 印 字 速 度 は

40文 字/秒 で あ る 。

印 刷 見 本 を 下 図 に 示 す 。

ijdftgnxyjmi.odxtmko,〔3-dxMUOCTKOTICUko'

iko,〔3cfghiOlo〔}hujBiOocfkg

N/¶T「V門;ZG8;:UHNM:)=コHIN凹=KO?;:?PL:

1234567890G234567845678

,,,,● ■ ● 一 ■一一一

十十 十 十十 十十 十十 十

「,1t,t'1

tl,1,t'

§§§§§§§§

::::?????))))((((((((

際 際)κ彬 彬 灘 〃

$$$$$$$$%%%%%%%%%OOOOOOO

//////H鼎H祈

μ叫 」μμμμμ

Onth・bluemead・u・remanyh・pPy・hit・c・ ・seati・gth。d。1i。i。us

9「aSS・

ω たや す く花 弁 ホ イ ール を交換 す る こ とに よって 多種 類 の字 形 が 利 用

出来 る。 ま た 文字 間 隔 も1/10'と1/12'と が使 え る。

⑫A4サ イ ズ の 用 紙 を50枚 カ ー トリッヂ に お さめ 自動 挿 入 が 出 来 る。

03)用 紙 サ イ ズはA7か らA4横 まで使 え る。A4に 関 して は縦,横 の 指

定 が 出来 て 若 し縦 の指 定 に対 して横 で挿 入 す る と リ ジ ェク トされ る よ

一81一



うに な って い る。

⑭ 航空 便箋 か らイ ンデ ックス カ ー ドまで 各種 の紙 質 の使 用,又 厚 さは

6段 階 ま で セ ッ ト出来 る。

as)単 色 叉 は2色 の イ ンク リボン は交 換 可 能 な カー ドリッヂ式 で あ る。

テ キ ス ト通 信 機 能

1.テ レ ックス 又 は テ レ ック スの 自動 送 受 信 機 能

2.送 受 信 中 のオ フ ライ ン操 作 は 中断 さ れ ない。 す なわ ち通 信 と端 末 の

オ フ ライ ン操 作 の 併行 動 作 が可 能 で あ る。

3.常 時 メ ッセ ー ジ ログ(記 録)が 準 備 さ れ てい る。

4.受 信 メ ッセ ー ジに対 す る行 制御 に 関す る通 信 コマ ン ドを有 す る。

5.必 要 な らテ レテ ックス 叉 は テ レ ック スの メ ッセ ー ジの 自動 プ リ ン ト

ア ウ ト。

6.メ ッセ ー ジの保 管

7.電 力 消費 を押 え る ため の 自動 切断 機 能,呼 び 出 しには 自動 投 入 され

る。

構 造

この テ キ ス ト端 末 は 机上 型 の メモ 一 夕 イ プ ライ タの 大 きさで 交換 可 能

な モ ジ ュー ル 構 造 で あ る。 低 角度 の キ ー ボ ー ドと人 間 工学 的 なCRTの

位置 は オ ペ レ ー タの好 み に 合わせ て調 節 出来 る よ うに な ってい る。

通 信 機 能

伝 送 制御 手 順CCITTプ ロ トコル に準 拠 して い る。

伝 送 速 度2400ビ ッ ト/秒
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文 字 コ ー ド テ レ テ ッ ク ス8ビ ッ ト コ ー ド

操 作 方 法

この テ キ ス ト端 末 機 は パ ケ ッ ト交換 網 に接 続 され て 使 用 さ れ る。 又 パ

ケ ッ ト交換 網 は国 際 的 な加 入 電 信 網 と結 ば れて い る。 した が って テ レテ

ックス通 信 と共 に 加 入電 信 網 の通 信 も行 な う ことが 出 来 る。

この テ キ ス ト端 末機 は ワー ドプ ロセ ッサ ーの機 能 を持 って い るの で 日

常 の文 書 作 成 に利 用 出来 るが,さ らに作 製 した文 書 を転 送 した い と きに

は ミニ フ ロ ッ ピーデ ィス クに 出来 上 った文 書 をそ の ま まの フ ォー マ ッ ト

(行 制 御 を行 ってい る)で 簡 単 な 操作 で 自動 的 に伝送 す る こ とが 出 来 る

よ うに な って い る。

伝 送 制 御 は オ フ ライ ンの ダイ ビ ングに は 関係 な く行 われ る の で,伝 送

中に 文 書 の 作製 は 自由 に行 なえ る。 また 受 信 され た 文書 は ミニ フ ロ ッ ピ

ーに 記 録 さ れ る
,こ れ は デ ィス プ レー で表示 して確 認 す る こ とが 出来 る

し又 プ リン トア ウ トす る こ と も出来 る。

加 入 電信 モ ー ドで利 用す る ど きは,テ レテ ックス 用 の キ ャ ラ ク タ ーは

加 入 電信 で使 用 出 来 ない ものが あ る。 若 し#の ような加 入 電 信 コ ー ドに

な い 記号 を キ ーイ ンす る とSHARPと 文 字 に変 え て 出 力す る ように な っ

て い る。 ドイ ツ語 のliと か フ ラ ンス語 のe'と い った もの も単 語 に変 え て

出 力 して い る との こ とで あ る。 世 界 中に 広 が ってい る加 入電 信 を利用 す

る上 で非常 に便 利 で あ る とい っ て い る。 叉 ヨー ロ ソバ 各 国 内 で は言葉 が

異 るの で文 字 の変 換 は 便 利 で あ る とい う。

次 の写 真 は この デ モ ンス トレー シ ョンの パ ネ ル を撮 った もの で あ る。

中 央 の口 は パ ケ ッ ト交 換網 を表 わ して い る。
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・ イ ン ク ・ジ ェ ッ ト ・プ リン タ ー

こ この イ ン ク ・ジ ェ ッ ト ・プ リン ターは ユ ニ ーク な構 造 を して い る。

従 来 の ものは イ ン ク ノズ ル は1個 で これ を 電極 で振 って文 字 を書 い て い

た の に 対 して これ は 丁度 ドッ トプ リンタ ー と同 じ よ うに縦 に7本 の ノ ヅ

ル が あ って ドッ トプ リ ン トと同 じ要領 で イ ン ク粒 が 噴射 され る ように な

っ てい る。 どん な構 造 で イ ンク粒 を噴 射す るか は教 え て も らえ なか った。

写真 の ノ ヅル の途 中 の赤 い部 分で 加 圧 して い る。 イ ン クは カー トリ ッシ

で 交換 す る よ うに な って い て,毎 日デ モ ンス トレー シ ョ ンを して,(添

付 の 資料 の よ うな もの を プ リン トしてい る)3ケ 月 に1回 程 度 交換 す れ

ば よい とい って いた 。 写 真 の 左 隅 に イ ンク粒 の 出来 る も よ うが 示 され て

い る。 イ ン ク粒 が ノズ ル をは なれ て紙 面 に達 す るま で に400μsか か る

とい う。 プ リ ン トス ピー ドは 約300キ ャラク タ ー/秒 で あ る。

何 ん とい っ て も静 か な こ とは す ば らしい,ヘ ッ ドを動 か す モ ー ター の

音 も極 力お さえ て あ る。

あ とか ら気 が つ い た が イ ン クに も加工 され て い る と思 うが 用 紙 も何 か
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工 夫 され てい る よ うに感 じた,こ の件 につい ては 聞 き も らした。

次 に 印字 見 本 を示 す 。
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凶 門 チ噴 墨力 印機適 田於 て臼可字櫃 的打 印其 債鮎 是 速 ノ量快 向操 竹無酩

西 門子噴 墨打 印機 適 田於 任 何 字槌 餉打 印其 像叉占是 速 凛快 而操 作無酩

西 門子噴 墨打 印機 適 田於 任 何 字韻 的打 印其 假黙 是 速 度快 而操 作無 萄

西 門子噴 墨打 印機 適 田 於狂 イ可字題 餉打 印其 綾黙 是 速 度快 而オま作無 閏

西 門子噴 墨打 印機 適 田 於任 何 字槌 餉打 印其 像」貼是速 度快 而操 作無 馨

西 門 子噴 墨打 印機適 田 於任 イ可亨題 的打 印其 債 黙 是 速 度快 而]桑作 無聾

西 門 子噴 墨打 印機 適 田 於 任イ可字韻 的 打 印 其倭 黙 是 速 度快 而才ま作 無聾

西 門 子噴 墨打 印機 適 田於 任何 字題 的打`F其 債 黙 犬 速 度快 而操 作 無 縫

西 門 子噴 墨打 印機 適 田於 任 何 字髄 的打 印 其債 鮎 是 速 度快 而操 作無 萄

西 門子噴 墨打 印機 通 田於 任 何 字饅6勺打 印其債 黒輻是速 度快 而才象作無 聾

西 門子"貢墨才丁印指E適「司毒↑イ王11可字肴豊fi〈]才丁C'P其イ憂3輩是 速 度寸夫而オヨ…イ乍無聾
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・ トラ ンス ポ ー タ ー

次の 写 真 は 展 示場 の片 隅 に あ っ た構 内 用 の トランスポー ターで ある。 こ

れ は行 先 を セ ッ トして ス ター トさせ る と軌 道 を走 っ て行 っ て 目的 の ス テ

ー シ ョ ンで 引込 線に 入 って 行 く
。 こ の キ ャ リヤ ー ボ ックス には コ ー ヒカ

ップに コ ー ヒ を入れ て送 って もこぼ れ ない とい う。 しか もこれ は写 真 で

は よ くわ か ら ないが 天井 に はい 上 って 行 くこ とが 出来 る よ うに な って い

る。

こ こに もマ イ ク ロ ・エ レク トロニ クス が利 用 され てい る。

以 上 の 外 は普 通 の ドッ トプ リン タ ー な どが あ ったが 性 能 はそ れ 程 で もな

く,む しろ遅 れ てい る感 じが した。

西 ドイ ツで もデ ジ タル交 換網 が 作 られ つ つ あ る と聞 いた,し か し先 の テ

キ ス ト端 末 機 は非 常 に高 価 で,官 庁 関 係 や大 き な商 社 とい った と ころ でぼ
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つ ぼ つ使 用 され 始 め た状 態 で あ る とい う。 普 及 は なか なか とい った と ころ

で あ る 。

シ

(2) ミュ ンヘ ン工 科 大 学

出発前の連絡が うま く行 かず,学 校 を訪れたが要領 を得ず, どんな講座

が あ るかや っ と聞 く ことが 出来 た程度 で あ った。

やは り日本 の大学に比べる と情報処理に関 しては低調 であるよ うな気が

す る。学 生側の方 は希望者が多い とい うが設備等は不充分の ようである。

講座は次の ようなものが組 まれていた。こ れは電気工学部 に属 してい る

た め,処 理装 置や言語については講座があるが システ ムにつ いての講義は

な い 。
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大 型 よ りも最 近 の ロボ ッ トブ ー ムを反 映 してか マ イク ロプ ロセ ッサ ー関

係 の講 義 が 目に つ き, こ とに 実 習 に は 力 を入 れ て る よ うで あ る。
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8.オ ラ ンダの フ ィ リ ップ ス訪 問

フ ィ リップス は シー メ ンス が 日立 製作 所 に似 てい るの に対 して松 下電 器 に

似 て い る。 しか しそ の 売上 げ は電 気 器機 メ ー カ ーの 中 で は世 界 第3位 を維 持

して い る。

この 会社 は1892年 に タン グス テ ン電 球 の製 造 か ら始 ま っ た会 社 で あ る。

従 って 電球 か らX線 管 さ らには 真空 管 と この 分 野 で は 常 に世 界 の トッ プを歩

ん で き た会 社 であ る大 戦 前 無線 界 ではそ の 真 空 管技 術 と共 に世 界 の 王者 とい

った 実 力 を持 った 会 社 で あ った。 こ とに植 民 地 で あ る ジャパ を支 配 す る ため

長 距 離 無 線 はか か せ ない もの で あ った ため そ の 開発 に はす ば ら しい ものが 多

か った。 単 側 帯 波 通 信 はオ ラ ンダの 国策 的 な援 助 もあ っ て世 界 で最 初 に成 功

した技 術 で あ る。

1927年 に は ラ ジオ の販 売 を早 くも始 め て,業 績 を 延 ば し続 け,弱 電 部 門

で は あ らゆ る部 門 に進 出 して 行 っ た。X線 管 を中心 に シー メンス とは異 った

医 療機 器 の優 秀 さ を誇 ってい る。

ア ムス テ ル ダ ムか ら南 方へ70～80Kntの 発 祥 の地 アィ ン トホーヘ ンにフ ィリ

ップス の 展 示 館 で あ る エ ボル オ ン を訪 れた 。

通 信 関 係 の 工場 を訪 れ た か った が 連絡 がつ か ず,一 応 こ こ を訪 れ る こ とに

よって フ ィ リ ップ スの 全 貌 を見 る こ とに した 。

ア イ ン トホ ー ヘ ンは 町 全 体 が フ ィ リ ップス工 場 とい った 感 じの町 で,ト ヨ

タ 自動 車 の 豊 田市 とい った ところ で あ る。

この エ ボル オ ンは単 な る展 示場 とい った もの では な く,フ ィ リ ップ スが 生

産 して い る あ らゆ る 分野 の 製 品 に対 して学 問 的 な解 説 を詳 細 に行 な って い る。

した が っ て毎 日の よ うに オ ラ ンダの 各地 の 中 ・高校生 の参 観 でに ぎわ っ てい

る。

入 場 料 金 は 安 く,維 持 に は大 変 な 費 用 が か か る とい うが,メ ー カーの地 元
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へ の 環 元 とい った とこ ろ で あ ろ うか 。 そ の展 示 方法 は 非常 に わか りやす くま

た マイ コ ン を組 み込 ん だ きめ こまか い説 明 方 法 は なか なか 見 ごた え の す る も

の で あ った。 とて も全 部 を見 る こ とが 出来 ず コ ンピ ュー タ関 係 をひ ろ っ て見

て 来 た。

学 生 た ちに はや は リコ ン ピュ 一 夕は人 気 が あ って 入だ か り して い た。 簡単

なデ モ とBASICに よる実 演 を行 っ てい た。 勿 論学 生 た ちに もさ わ らさぜ て

指 導 して い た。

い ま 話題 に な って い る,電 話 の デ ジ タル化 の理 論 とそ の説 明 図表 が ス ライ

ドで手 際 よ く行 われ てい た の は 印象 的 で あ っ た。

この 建 築 はUFOを 型 どっ そ作 られ た とい うこ とで あ る。 敷 地 が広 いせ い

か外 観 は それ 程 大 きい とは思 われ な い が 中 に入 る とか な り広 い。

土 産物 と して 簡 単 な もの が売 られ てい たが 家 庭用 品な どの製 品 は売 られ て

い な い。

次 に外 観 と内 部 の見取 り図 を示 す。
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参 観 後 こ この マ ネ ジャ ー と逢 い 色 々 と聞 くこ とが 出来 た。

フ ィ リップス の1981の 年 報 に よる とその 出荷 状 況 は 次 の ようであ る。

照 明,蓄 電 池 部 門10%

家 庭 用 テ レビ,音 響 部 門26.7%

家 庭 用 電気 製 品 部 門112%

専 用 品 部 門(通 信,ケ ー ブル,防 衛,情 報)28.1%

工 業 用 部 品 部 門17.7%

そ の他6・3%

ま た1981年 の総 売上 は42,411百 万 ギルダ ー で あ る。 また 部 門別 には 次 の

よ うに な って い る。
単 位 百 万 ギルダー

照 明,蓄 電 池部 門4,458

家 庭 用 テ レビ,音 響 部 門11,837

家 庭 用 電気 製 品 部 門5,086

専 用 品部 門12,548

工 業 部 品5,656

そ の 他2・826

・ 情 報 処 理 関係 に つ い て

フ ィ リ ソプス の情 報 処理 関係 は専 用 品部 門に属 して い る。 この 部 門 は通

信 とケ ー ブル(電 力,通 信 を含 む),防 衛 関 係(電 子 機 器),交 通 制御 機

器,情 報 処 理 関 係,医 療 関係,科 学 工 業 設 備(制 御 シス テ ム),テ レ ビ放

送 関 係 等 が 含 まれ て い る。

コ ン ピュ ー タ関係 は ヨー ロ ッパ の他 の 国 と同様 国 内的 な需 要 は 少 な く,

フ ィ リップス も国 外 で 売上 げ を延 ば して い る。

中型機 のP7000シ ス テムは 分散 システ ム用 と して生 産 され て い る。

P4000シ リー ズは 低 価 格 の オ フ ィス コ ン ピュ ータ と して生 産 され,P
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4500は タ ー ミ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と し て 利 用 さ れ て い る 。 更 に 低 価 格 のP

4200が1981に 開 発 さ れ た,こ れ はP4500と 完 全 に コ ン パ チ ブ ル に な っ

て い る 。

ワー ドプ ロセ ッサ ーは 急 速 な延び を して お りP5004は 文 書 作成 に好 適

で あ るが,1982年 に はP5010がP5000シ リー ズに追 加 さ れた 。

P5010は 移 動 可 能 な文 書 作成 及 入 力 装置 で あ って ミニ カセ ッ トに 記録

す る ように な って お りP5000シ リーズの プ ロセ ッサ ー で文 書処 理 が 出 来 る

よ うに な って い る。

テ レテ ックス シ ス テ ムは シ ー メンス で 見 た もの と同 じであ るが1981年

に西 ヨー ロ ッパ 各 国 が導 入 を 発表 した の でそ の端 末 機 は 急 な延 び を して い

る。 フ ィ リ ソプス で は最 初 に ス ウ ェーデ ンに輸 出 した,勿 論 これ は シ ー メ

ンス の もの と同様 テ レ ックス網 と変 換 システ ムを介 して接続 出来 る よ うに な

って い る。

パ ー ソナ ル コ ン ピ ュ ー タはP2000シ リーズ を1980に 発表 した
。そ の後

世 界 的 な ブー ム に 乗 っ て進 め られ て い る。 この シ リー ズ では ソ フ トウ ェア

に特 に 力 を入 れ て 作成 して い る。

フ ィ リ ソプス の 得 意 とす る"'dictationmachines"(口 述 機)は 卓 上 型

の 高 音 響特 性 の シス テ ム800が 生 産 され て この分 野 が 強 化 され た。 これ は

ポ ケ ッ トメモ と完 全 に コ ンパ チ ブル に な って い る。

世 界 で もっ と も うす くか つ 軽 い ポ ケ ッ トメモ660型 が市 場 に 送 り出 され

て い る。

以 上 が フ ィ リップ スが 生 産 して い る情 報 関 係 の コン ピュ ー タ で ある。真 空

管 時 代 は 世界 を制 して い た フ ィ リソ プス で あ ったが コン ピュ ー タ技術 では 大

変 な立 ち遅 れ で あ る。 恐 ら く今 後 コン ピュ ー タに 力 を入 れ て生 産 す る こ とは

ない よ うに思 う。
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む しろ マイ ク ロ コン ピ ュ ー タ を応 用 した機 器 の 生産 に 力 を入 れ るで あ ろ う。

情 報 関 係 で は ソフ トに金 のか か らな い ワ ー クス テ ー シ ョンや テ レテ ック ス端

末 機 の よ うな もの の生 産 に 力 を入 れ る であろ う。

したが っ てオ ン ライ ン ・シス テ ムの よ うに大 規 模 の シス テ ムには 進 出 しな

い よ うで あ る。

通 信 関 係

構 内 交 換機 ク ラス に重 点 が おか れて お り,電 子 交換 機 が生 産 さ れ て い る。

デ ジタル交 換 機 は これ か らの分 野 と して注 目して開 発 を進 め てい る よ うで

あ る。

ま た 自動車 電話 は得 意 の 無線 技 術 を生 か して生 産 さ れて い る。

光 通 信 に 関 して は 光 フ ァ イバ ーケ ー ブル の開 発 は相 当 進ん でお り,ζ 二の

方 面 の 技 術 は高 レベ ル に あ る よ うで あ る。

光 に 関 しては 情 報処 理 とは関 係 ない が オ ーデ ィオ ・シ ステ ムの 光 デ ィス

クが生 産 され て お り,高 性 能 を 自慢 して い る。

レーザ ーに 関'して は か な りの 技 術 を もって い る らし く今後 これ を応 用 し

た多 くの 製 品が 開 発 さ れ るで あろ う。

展 示場 をは じか ら順 に見 て 行 くと とて も1日 では と思わ れ る位 で ある。

テ レ ビシス テ ム と音 響 関係 は 実 に数 多 くの製 品 が 展示 され て ら て 賑 や か で

あ る。

家 庭用 品 も松 下 と同様 に 実 に種 類が 多 い。 た だ し松 下 と フ ィ リップ スが

異 る点 は,製 品 の 耐 久性 が 秀 れ て い る点 では なか ろ うか。 勿 論 価 格 の 問題

もあ るで あ ろ うが シ ェバ ー な どを見 る と切 れ 味 と耐久 性 は フ ィ リ ソプスが

は るか に優 れ て い る よ うで あ る。
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オ ラ ンダ に とっ て フ ィ リップス は重 要 な役割 を果 して い る。 そ の製 品 の

大 半 は 国外 に向 け られ て お り国 内の需 要 は わず か であ る。

情 報 用機 器 の 普 及 程 度 もそ れ か ら推察 す る こ とが 出 来 る。

地 域 別売 上 け 高 は 次 の よ うであ る。

オ ラ ン ダ 本 国

EEC(オ ラ ン ダ を 除 く)

ヨ ー ロ ッ パ(除ECC)

米 国,カ ナ ダ

ラ テ ン ア メ リ カ

ア フ リ カ

ア シ ア

オ ー ス ト ラ リ ア,ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

6.7%

39.4%

10.4%

22.2%

8.0%

3.1%

6.6%

3.6%

これ らの 売上 げ は勿 論国 外 の 系列 会 社 の 生 産 が 大 きい か もしれ な い。 そ

れ に して も国 内 の 消 費 が少 ない。

オ ラ ンダ も ヨー ロ ッパ諸 国 と同様 に 伝 統 を重 ん じる 国柄 で あ る。 国 民性

は保 守 的 で新 しい こ とが らに は 消極 的 で あ る。 街 を 歩 い て も古 い建 造物 を

大 切 に保 存 して い る の を見 る とそ の ことが 良 くわか る。 また一 方 に は世 界

的 な 失業 問題 もあ って,合 理 化 の最 尖 端 を行 く情 報 処 理 は なか なか 受入 れ

られ ない よ うで あ る。

今 回 フ ラ ンス,西 ドイ ツ,オ ラン ダ と廻 って しみ じみ 思 った こ とは 日本

のす ざま しい ま で の情 報 化 の波 は果 して 幸 を もた らす もの な の だ ろ うか。

西 欧 の よ うに地 道 に歩 む 方 が 人 間性 に合 って い るの で は なか ろ うか,し か

し一 方余 りに も立 ち遅 れ た 姿 も幸福 で あ る とは 思わ れ ない。

よ り高度 の 技 術,知 識は わ れ われ に と って大 切 な資産 であ るが そ れ が人

類 の 破 滅 に つ な が る よ うな こ とが あ って は な らな い。 余 りに急 激 な進 歩が
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そ の よ うな こ とに な らな い こ と を願 って や ま ない 。
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